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。
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道
の
駅
や
ま
が
た
蔵
王
は
、
昨
年
12
月

に
オ
ー
プ
ン
し
、
間
も
な
く
１
周
年
を
迎

え
ま
す
。
オ
ー
プ
ン
以
来
多
く
の
方
に
ご

来
場
い
た
だ
き
、
10
月
に
は
来
場
者
数
が

１
5
０
万
人
を
突
破
し
ま
し
た
。

　
「
出
会
え
る
・
つ
な
が
る
・
あ
な
た
と
・

だ
れ
か
と
」
の
思
い
を
大
切
に
、
よ
り
多

く
の
方
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、

さ
ら
に
魅
力
的
な
道
の
駅
を
目
指
し
ま
す
。

令
和
５
年
12
月
３
日

道
の
駅
や
ま
が
た
蔵
王
オ
ー
プ
ン

４
月
1
日

芋
煮
広
場
オ
ー
プ
ン

６
月
28
日

来
場
者
数
１
０
０
万
人
達
成

　

花
笠
演
舞
な
ど
の
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
や
芋
煮
広

場
で
の
芋
煮
の
振
る
舞
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

里
芋
農
家
の
佐
藤
農
園
さ
ん
が
芋
煮
を
提
供
。
手

ぶ
ら
で
気
軽
に
芋
煮
会
が
楽
し
め
ま
す
。
７
月
に
は

日
本
と
ド
イ
ツ
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
芋
煮
会
を
行

い
、
親
交
を
深
め
ま
し
た
。

　

ぜ
ひ
、
友
人
や
親
戚
が
遠
方
か
ら
訪
れ
た
際
に
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

　

当
初
オ
ー
プ
ン
か
ら
１
年
間
で
の
達
成
を
見
込
ん

で
い
ま
し
た
が
、
想
定
の
約
１
・
８
倍
の
ペ
ー
ス
で

ご
来
場
い
た
だ
き
、
予
定
よ
り
５
カ
月
ほ
ど
早
く
達

成
し
ま
し
た
。
７
月
に
は
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
を
行
い
、

1
0
0
万
人
目
の
来
場
者
へ
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
し

た
。 A

A

C

C

E

E

B

B

D

D

道
の
駅
や
ま
が
た
蔵
王  

お
か
げ
さ
ま
で
１
周
年

�問　 

道
の
駅
や
ま
が
た
蔵
王　
☎
６
７
６-

６
８
６
８
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い
つ
来
て
も
楽
し
め
る
道
の
駅

樹
氷
ホ
ー
ル
の
イ
ベ
ン
ト

屋
外
イ
ベ
ン
ト

企
業
×
道
の
駅
や
ま
が
た
蔵
王

　

道
の
駅
や
ま
が
た
蔵
王
の
名
物
イ
ベ
ン
ト
「
全
国

ぐ
っ
と
う
ま
い
も
の
博
」
の
他
、
ラ
ー
メ
ン
や
餃
子
、

か
き
氷
な
ど
食
の
イ
ベ
ン
ト
、
ダ
ン
ス
や
ス
ポ
ー
ツ
、

健
康
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
多
種
多
様
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

　

８
月
に
イ
ベ
ン
ト
広
場
で
山
の
日
を
記
念
し
た
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
。
蔵
王
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
や
テ
ィ
ラ
ノ

サ
ウ
ル
ス
レ
ー
ス
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

山
形
放
送
株
式
会
社
と
イ
ベ
ン
ト
時
に
公
開
生
放

送
を
行
っ
た
り
、
損
害
保
険
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社
と

防
災
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
た
り
と
、
企
業
と

連
携
し
多
彩
な
ジ
ャ
ン
ル
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

山
形
の
お
い
し
さ
や
文
化
、
人
と
の
出
会
い
、

た
く
さ
ん
の
ご
縁
が
生
ま
れ
る
場
所
に
。

　

道
の
駅
や
ま
が
た
蔵
王
は
「
あ
な
た
」
が
大

切
な
人
、
新
し
く
出
会
っ
た
「
だ
れ
か
」
と
、

ま
た
笑
顔
で
来
て
く
だ
さ
る
未
来
を
、
こ
れ
か

ら
も
作
っ
て
い
き
ま
す
。

　

道
の
駅
や
ま
が
た
蔵
王
で
は
、
平
日
・
休
日
問
わ

ず
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ふ
ら
っ
と

一
人
で
買
い
物
に

…

週
末
家
族
で
お
出
か
け
に

…

気

軽
に
立
ち
寄
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

L

L

F

FG

K

K

I

M

M

J

J

H

～

１周年記念１周年記念
イベントイベント

�時　 12月３日（火）
　 午前11時～
�対　 先着100人

�時　 12月７日（土）
　 午前７時～９時
※事前の予約が必要です。

�時　  12月27日㈮～令和
７年１月６日㈪

　  （１月１日を除く） 
午前10時～午後６時

　  （１月６日は午後５時
まで）

全国ぐっとうまいもの博全国ぐっとうまいもの博

親子で楽しむサマーコンサート親子で楽しむサマーコンサート

SUKSKフェアSUKSKフェア

ゲツキンラジオぱんぱかぱ～ん 公開生放送ゲツキンラジオぱんぱかぱ～ん 公開生放送

モンテディオ山形パブリックビューイングモンテディオ山形パブリックビューイング

アーバンスポーツweeeeekアーバンスポーツweeeeek

山の日イベント ティラノサウルスレース山の日イベント ティラノサウルスレース

市防災フェスティバル市防災フェスティバル

◦記念品配布

◦熱気球体験

◦全国グルメの
　大祭典！
　全国の海鮮やグルメ
が大集合！総勢22店舗
が出店します。カニや
イクラ、松前漬け、海
鮮珍味等、年末やお正
月にかかせない食材が
盛りだくさんです！

ホームページ Instagram

最新のイベント情報等を
随時更新しています。
ぜひご覧ください。

�所　 〒990-2307
　  表蔵王79-１
�営　 午前９時～午後５時30分
�休　 １月１日

道の駅やまがた蔵王
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�問　 職員課　☎内線261

　地方公務員法第58条の２および山形市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例の規定に基づき、市
政運営の透明性および公平性を高めるため、市職員の任免や給与等、令和５年度の人事行政の運営等の状
況についてその概要をお知らせします。詳しくは、市ホームページへ。

令和５年度（令和５年４月１日～令和６年３月31日）

人事行政の運営等の状況を公表します

職員の任免および職員数に関する状況

職員の給与の状況

１

2

（各年度4月1日現在）（人）

（令和５年度普通会計決算） （令和５年4月1日現在）

（令和５年度普通会計決算）

◦部門別職員数

◦人件費の状況

◦会計年度任用職員（フルタイム）

◦公務災害の状況

◦職員の初任給

◦特別職の給与の状況 ◦職員給与費の状況

部  門
職員数 対前年増減数

令和６年度 令和５年度
正職員 再任用 会計年度 正職員 再任用 会計年度 正職員 再任用 会計年度

一般行政
部門

議　　会 17 0 0 16 0 0 1 0 0
総　　務 264 7 0 260 9 2 4 △2 △2
税　　務 105 3 0 104 4 0 1 △1 0
民　　生 282 5 62 280 5 59 2 0 3
衛　　生 169 3 0 187 3 10 △18 0 △10
労　　働 4 0 0 4 0 0 0 0 0
農　　水 66 0 0 66 0 0 0 0 0
商　　工 46 0 0 44 0 0 2 0 0
土　　木 198 3 0 194 3 0 4 0 0
小　　計 1,151 21 62 1,155 24 71 △4 △3 △9

特別行政
部門

教　　育 245 30 0 246 37 0 △1 △7 0
消　　防 274 6 0 264 7 0 10 △1 0
小　　計 519 36 0 510 44 0 9 △8 0

公営企業等
会計部門

病　　院 618 8 63 607 12 63 11 △4 0
水　　道 123 3 0 119 4 0 4 △1 0
下 水 道 41 1 0 43 0 0 △2 1 0
そ の 他 71 0 0 71 0 0 0 0 0
小　　計 853 12 63 840 16 63 13 △4 0

合　計 2,523 69 125 2,505 84 134 18 △15 △9
１：�職員数は一般職に属する職員数。地方公務員の身分を保有する休職者、派遣職員などを含み、臨時的任用職員および非常勤職員を除く。　　
再任用短時間勤務職員および会計年度任用職員（フルタイム）を含める。

２：公営企業等会計部門の「その他」は、国民健康保険・介護保険・後期高齢者医療・卸売市場の各事業会計に属する職員の合計

１：��職員手当には退職手当を含まない。
２：��職員数は、令和５年４月１日現在。また、任期付短時間勤務職員（再
任用職員（短時間勤務））および会計年度任用職員は含まれていない。

３：�給与費は、任期付短時間勤務職員（再任用職員（短時間勤務））の
給与費が含まれているが、会計年度任用職員の給与費は含まれてい
ない。

住民基本台帳人口は、令和６年３月31日現在

住民基本
台帳人口 歳出額（Ａ） 実質収支 人件費（B）人件費率

（Ｂ/Ａ）
令和

４年度の
人件費率

236,855
人
111,052,627

千円
2,076,460

千円
15,983,772

千円
14.4
％

13.7
％

職員数
（Ａ）

給      与       費 （参考）職員
１人当たりの
人件費（Ｂ/Ａ）給料 職員手当 期末・

勤勉手当 計（Ｂ）

1,673
人
6,492,780

千円
1,662,091

千円
2,603,333

千円
10,758,204

千円
6,430
千円

区　　分
山形市 国
初任給 初任給

一般行政職 大学卒 188,100円 一般職 185,200円
高校卒 156,300円 154,600円

技能労務職 高校卒 154,100円
薬剤師（保健所業務） 大学6卒 216,600円

獣医師 大学6卒 225,800円

区　　分 月　　額 期末手当支給月数
（令和５年度）

給���

料

市����長 1,066,000円 ６月期：1.55月
12月期：1.65月
�計：3.20月副市長 843,000円

報
　
酬

議����長 740,000円 ６月期：1.625月
12月期：1.725月
�計：���3.35月

副議長 690,000円
議����員 640,000円
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事業名 事業の概要 実施主体
健康診断 定期健康診断、がん検診 市・共済組合
人間ドック 日帰り人間ドック、１泊２日人間ドック、脳ドック 互助会・厚生会

メンタルヘルスケア ストレスチェック、産業カウンセラー・臨床心理士による
相談、カウンセラーによる電話およびウェブ相談 市・共済組合

「分限処分」は、公務能率確保の観点から、本人の意
に反し、本人の身分を不利益に変動させる処分です。
不利益処分のため、地方公務員法で定める事由に対応
した処分のみ行います。

「懲戒処分」は、職員の一定の義務違反に対し、職員の道義的責任を問うことによ
り公務の規律と秩序を維持することを目的とする制裁的な処分です。不利益処分の
ため、地方公務員法で定める事由においてのみ処分を行います。

職員の福祉および利益の保護の状況

職員の研修の状況

職員の分限および懲戒の処分の状況

休業の状況

6

5

4

3

（令和５年度）
（令和５年度）

（令和５年度）

（令和５年度）

（令和５年度）

（令和５年４月１日現在）（令和５年4月1日現在）

（令和５年４月１日現在）

（令和５年度）

（令和5年度）

◦職員の平均給料・平均給与の月額および平均年齢

◦期末・勤勉手当

◦職員の退職手当

◦職員の福利厚生事業の概要（主な保健事業の概要）

◦分限処分者数 ◦懲戒処分者数

◦職員研修の実施状況（主なもの）

◦正規職員および再任用短時間勤務職員 ◦会計年度任用職員（フルタイム）

◦公務災害の状況

育児休業：子が３歳に達するまで休業できる制度
部分休業：子が小学校就学の始期に達するまでの間、１日の勤務時間の一部を勤務しないことができる制度
育児短時間勤務：子が小学校就学の始期に達するまでの間、短時間の勤務をすることができる制度
配偶者同行休業：外国に滞在する配偶者と生活を共にするため休業することができる制度
※�令和５年度中に取得可能となり、取得した者のほか、前年度以前に取得可能となり令和５年度から新たに取得した者を含む。

平均給与は、国の積算方法に倣った「国ベース」で算出

１：�期末手当、勤勉手当の（　）内の数字は、再任用短時間勤務職員
に係る支給割合

２：会計年度任用職員は期末手当のみ
１人当たりの平均支給額は、令和５年度の実績（会計年度任用職員
を除く）

育児休業：子が１歳に達するま
で休業できる制度
部分休業：子が３歳に達するま
での間、１日の勤務時間の一部
を勤務しないことができる制度

共済組合とは山形県市町村職員共済組合を、互助会とは山形県市町村職員互助会を、厚生会とは山
形市職員厚生会をいいます。

区　　分 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢
国 行政（一） 322,487円 404,015円 42.4歳
山形県 一般行政職 328,500円 354,800円 43.4歳
山形市 一般行政職 315,019円 343,568円 40.5歳

山形市 国

期
末
・
勤
勉
手
当

期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当
６月 1.20月分

（0.675月分）
0.975月分
（0.475月分） ６月

1.20月分
（0.675月分）

1.00月分
（0.475月分）

12月 1.25月分
（0.70月分）

1.025月分
（0.50月分）12月

1.25月分
（0.70月分）

1.05月分
（0.50月分）

合計 2.45月分
（1.375月分）

2.00月分
（0.975月分）合計

2.45月分
（1.375月分）

2.05月分
（0.975月分）

区　　分
山形市 国

自己都合 勧奨･定年 自己都合 勧奨･定年

支�

給�

率

勤続20年 19.6695月分 24.586875月分 19.6695月分 24.586875月分
勤続25年 28.0395月分 33.27075月分 28.0395月分 33.27075月分
勤続35年 39.7575月分 47.709月分 39.7575月分 47.709月分
最高
限度額 47.709月分 47.709月分 47.709月分 47.709月分

その他の
加算措置

定年前早期退職特例措置
（50歳以上の職員は、
1年につき２％加算）

定年前早期退職特例措置
（45歳以上の職員は、
1年につき３％（59歳は
２％）加算）

１人
当たりの
平均支給額

12,722千円

区　　分 主な概要 研修の区分 実施数 受講者数
集
合
研
修

基本研修 職務遂行に必要な知識、技能、態度等を
修得するために行う階層別研修

新規採用職員研修、一般職員研修、
監督者研修、管理者研修 18件 987人

特別研修 より専門的な知識や技能等を修得するため
の研修 政策研修、法令研修、実務研修等 18件 441人

派遣研修 専門的な知識や技術等を修得するため、職員を各種研修機関や団体等に派遣して行う研修 36件 79人
合　計 72件 1,507人

認定件数
公務災害 32件
通勤災害 ��4件
合  計 36件

区分
令和５年度中に

新たに育児休業取得
可能となった職員

育児休業
取得者数（※）

前年度からの
育児休業
取得者数

部分休業
取得者数

育児
短時間勤務
取得者数

配偶者同行
休業者数

男性 43人 34人 2人 2人 0人 0人
女性 49人 49人 58人 4人 0人 0人

合　計 92人 83人 60人 6人 0人 0人

区分 育児休業
取得者数

部分休業
取得者数

男性 0人 0人
女性 9人 0人

合　計 9人 0人

事由 降給 降任 休職 免職
心身の故障 0人 0人� 11人� 0人�

主たる事由 戒告 減給 停職 免職
法令違反 0人� 0人� 1人� 0人�
職務上の義務違反または職務怠慢 7人 0人� 0人� 0人�
非行行為 0人� 0人� 0人� 1人�
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�問　 国民健康保険課　☎内線356

　国民健康保険（国保）は、病気やけがをしたときに安心して医療が受けられるように、加入者皆さ
んでお金（国保税）を出し合い、必要な保険給付により生活の安定を図ることを目的とした医療保険
制度です。自営業や農業を営んでいる方、年金暮らしの方など、職場の健康保険に加入していない
75歳未満の全ての方を対象に、県と市が共同で運営しています。
　被保険者の皆さんから納付していただいた国保税がどのように使われているかをお知らせします。

　歳入は、国保税が全体の約19.3％の43億1,084万円となっており、その他に、県からの交付金等を財源
に事業を運営しています。（表１）
　歳出は、病気等で医療機関を受診したときの費用等である保険給付費が155億6,928万円で全体の約71.1
％となっており、前年度と比較して1.3％増加しています。また、平成30年度から国保の保険者となった県
に対して、事業費納付金を負担しています。（表２）
　歳入から歳出を差し引いた額、４億2,741万円を令和６年度に繰り越しています。

　９月１日現在で、山形市の総人口240,159人
に対し、国民健康保険の被保険者は39,125人で、
加入率は約16％となっています。また、世帯の加
入率は約26％です。
　被保険者は年々減少していますが、１人当たり
の医療費は増加傾向にあります。
　今後も厳しい保険財政の運営となることが予想
されることから、引き続き医療費の適正化への取
り組みにご理解とご協力をお願いします。

令和５年度国民健康保険事業会計の決算

国民健康保険の加入状況と１人当たりの医療費

山形市国民健康保険の状況

国庫支出金国庫支出金
手数料手数料
財産収入財産収入
諸収入諸収入
5,6935,693万円万円
（（0.30.3％）％）

県支出金県支出金
161億9,823161億9,823万円万円
（（72.572.5％）％）

保険給付費保険給付費※※

155億6,928155億6,928万円万円
（（71.171.1％）％）

事業費納付金事業費納付金
56億20956億209万円万円
（（25.625.6％）％）

諸支出金等
5億3,862万円
（2.4％）

保健事業費
1億9,390万円
（0.9％）

国保税国保税
43億1,08443億1,084万円万円
（（19.319.3％）％）

一般会計繰入金
15億2,860万円
（6.8％）

繰越金
2億3,670万円
（1.1％）

223億223億
3,130万円3,130万円

219億219億
389万円389万円

歳　入 歳　出

（表１） （表２）

※保険給付費…療養給付費、療養費、高額療養費、
　出産育児一時金、葬祭費等

過去5年間の被保険者数と１人当たりの医療費
（人） （円）１人当たりの医療費

被保険者数

40,000
42,000
44,000
46,000
48,000
50,000
52,000

310,000
330,000
350,000
370,000
390,000
410,000
430,000
450,000

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
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　一人一人の医療費の増加が国保税の負担増加にもつながります。日頃から健康づくりを心掛けましょう。
　重複・頻回受診者や生活習慣病の重症化リスクが高いにもかかわらず、治療を行っていない方を対象に保
健師等がお話を伺い、適正な受診のアドバイスを行っています。

　「特定健康診査（特定健診）」とは、40歳以上の被保険者を対象に、生活習慣病の発症
の原因となるメタボリック症候群に着目して実施する健診です。
　「特定保健指導」は、特定健診の結果、生活習慣病の発症リスクが高く、生活習慣の改
善による生活習慣病の予防効果が多く期待できる方に対して、専門スタッフが食事や運動
など生活習慣を見直すサポートを行うものです。
　「特定健診」「特定保健指導」については、対象となる方へご案内を送付していますので、
積極的にご活用ください。また、「がん検診」等も進んで受診し、ご自身の健康の維持・
管理に努め、健康寿命を延ばしていきましょう。

医療費の適正化のために

特定健康診査・特定保健指導の実施

＜医療費の負担を減らすポイント＞
〇毎年健診を受け、病気の早期発見・早期治療を心掛けましょう
〇かかりつけ医療機関や薬局を持ちましょう
〇後発医薬品（ジェネリック医薬品）を活用しましょう
〇「お薬手帳」は１人１冊にまとめましょう
〇同じ病気で複数の医療機関の受診はやめましょう
〇自分や周囲の人の健康を守るため、喫煙習慣を見直しましょう
〇急病のとき以外は、診療時間内に受診しましょう
〇�緊急で医療機関を受診するか迷ったときは、救急電話相談
　（　��0120-023-660）を活用しましょう
〇�交通事故やけんかなど、他人の行為によるけがなどで保険証を使って治療を受ける場合、届け出が必要です
〇�日頃から自分の健康に関心を持ち、軽い不調にはＯＴＣ医薬品（処方箋なしで購入できる市販薬）で対処す
るなど、自分の健康を守る意識を持ちましょう
〇ご存じですか？リフィル処方箋
　リフィル処方箋とは、症状が安定している人に対して、医師が認めた期間・回数に限り、再診を受けずに
同じ処方薬を薬局で受け取ることができる、繰り返し使える処方箋のことです。医療機関で受診する回数が
減り、通院の負担の軽減、医療費の削減などにつながります。希望する方は、かかりつけ医にご相談ください。

〈令和６年10月からの医薬品の自己負担の新たな仕組み〉
　後発医薬品（ジェネリック医薬品）がある薬で、先発医薬品の処方を希望する場合は、「特別の料金」として
先発医薬品と後発医薬品の薬価の差額４分の１相当の支払いが発生する場合があります。
〇先発医薬品を処方・調剤する医療上の必要があると認められる場合等、「特別の料金」は不要です
〇流通の問題等により、医療機関や薬局に後発医薬品の在庫がない場合、「特別の料金」は不要です
〇後発医薬品により副作用が出たことのある場合等は、医師、歯科技師、薬剤師等にご相談ください

　医療費は60代から年代が上がるご
とに急激に高くなっています。60代
以降に発症しやすい生活習慣病やが
んなどは、40・50代から特定健診
やがん検診を受け、生活習慣の改善
や病気の早期発見・早期治療を行う
ことで、将来の金銭的な負担（治療
費）や身体的負担（手術・リハビリ等）
を軽減できます。

ここが大切！
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�時　 12月７日（土）・８日（日）午前10時～午後３時
�所　 山形ビッグウイング１階展示場
�内　  伝統的工芸品の販売・展示・実演・体験コーナー、職人と学生

が連携して開発した製品の展示
　 出展者： 山形市伝統的工芸品振興会

山形鋳物、山形仏壇、打刃物、鋸
のこぎり

、山形張子、漆器、
平清水焼、山家焼、こけし、建具、桐

き り

箱、特技木工、
籐
と う

工芸、石工、草木染、表具
※詳しくは、市ホームページへ。

　
山
形
市
に
根
付
き
、
皆
さ
ん
に
長
年
親
し
ま
れ
、
育
ま
れ
て
き

た
伝
統
的
工
芸
品
が
一
堂
に
集
ま
り
、
年
に
１
回
開
催
さ
れ
る
の

が
こ
の
お
祭
り
で
す
。
会
場
で
は
、
職
人
が
こ
れ
ま
で
受
け
継
い

で
き
た
技
の
実
演
や
、
も
の
づ
く
り
に
対
す
る
思
い
を
聞
く
こ
と

が
で
き
る
貴
重
な
機
会
で
す
。
わ
れ
わ
れ
職
人
に
と
っ
て
も
、
お

客
さ
ま
と
じ
か
に
話
を
し
て
、
生
の
声
を
聴
い
て
今
後
の
商
品
開

発
な
ど
に
生
か
す
こ
と
が
で
き
る
非
常
に
良
い
機
会
で
す
の
で
、

ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
山
形
市
伝
統
的
工
芸
品
振
興
会
は
、
市
内
の
18
業
種
の
組
合
等

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
発
足
か
ら
30
年
と
な
り
、
第
30
回
を
迎

え
る
山
形
市
伝
統
的
工
芸
品
ま
つ
り
と
共
に
歩
ん
で
き
ま
し
た
。

現
在
で
は
、
市
の
協
力
の
も
と
東
北
芸
術
工
科
大
学
と
連
携
し
、

新
し
い
伝
統
的
工
芸
品
を
開
発
す
る
取
り
組
み
も
行
っ
て
い
ま
す
。

わ
れ
わ
れ
職
人
だ
け
で
な
く
、
学
生
の
ア
イ
デ
ア
を
取
り
入
れ
な

が
ら
、
も
と
も
と
の
素
材
の
特
徴
や
伝
統
技
術
を
融
合
さ
せ
た
商

品
も
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
市
内
で
の
祭
り
の
開
催
だ
け

で
な
く
、
県
外
や
海
外
へ
の
出
展
も
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

山形市伝統的
工芸品振興会
会長　吉田　長芳

�問　 

ブ
ラ
ン
ド
戦
略
課　
☎
内
線
４
１
２

お
客
さ
ま
の
想
い
を
形
に
す
る

相
互
の
交
流
を
深
め
な
が
ら
、

山
形
市
全
体
の
伝
統
的
工
芸
品
を
振
興
し
て
い
く

ま
つ
り
へ
の
想お

も

い

　
匠た

く
み

た
ち
の
卓
越
し
た
技
術
と
思
い
の
詰
ま
っ
た
伝
統
的
工
芸
品
が
集
ま
り
、
販
売
や
実
演
、
制
作
体

験
な
ど
が
行
わ
れ
る
伝
統
的
工
芸
品
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
。

　
伝
統
的
工
芸
品
は
、古
く
か
ら
暮
ら
し
の
中
で
、身
近
な
も
の
と
し
て
使
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。し
か
し
、

機
械
化
の
進
展
等
で
、
大
量
生
産
品
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
も
、
匠
た

ち
は
伝
統
の
技
術
・
技
法
を
守
り
な
が
ら
時
代
に
合
っ
た
品
々
を
生
み
出
し
て
き
ま
し
た
。
会
場
で
は
、

そ
ん
な
本
物
の
逸
品
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

第第
3030
回
山
形
市
伝
統
的
工
芸
品
ま
つ
り

回
山
形
市
伝
統
的
工
芸
品
ま
つ
り
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ご
案
内

Ａ
ｉ
ナ
ビ
や
ま
が
た
（
Ａ
Ｉ
マ
ッ
チ
ン

グ
シ
ス
テ
ム
）

「
先
着
１
０
０
人
限
定
」
新
規
入
会
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
登
録
料
２
年
で
１
万
円
を
、
半
額
の
２
年
で

５
千
円
に
割
引
！

▪時
11
月
22
日
㈮
～
令
和
７
年
３
月
31
日
㈪

▪対
20
～
39
歳
の
独
身
女
性
先
着
１
０
０
人

※
詳
し
く
は
、
や
ま
が
た
ハ
ッ
ピ
ー

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
☎
６
８
７

－

１
９
７
２
）
へ
。

▪問
企
画
調
整
課
（
☎
内
線
２
２
３
）

ごみ減量推進功労者
感謝状贈呈

　10月７日、ごみ減量と再資源化の推
進に尽力した個人・団体に、感謝状を
贈呈しました。

氏名・団体名　※敬称略 地　区
下田　孝志 第　一

伊藤　英二 第　二

大沼　典子 第　六

山口　博詩 第　八

神保　貞雄 第　十

結城　　博 椹　沢

進藤　耕司 大　郷

高瀬　里志 南山形

細矢　利幸 村木沢

成安子供育成会 大　郷

西山形小学校
（令和５年度第５・６学年） 西山形

▪問 ごみ減量推進課　☎内線698

山
形
Ｐ
Ａ
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
３
月
に
開
通
し
た
山
形
Ｐ
Ａ
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
の
利
用
促
進
に
向
け
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
ご
回

答
く
だ
さ
い
（
所
要
時
間
３
分
程
度
）。

▪時
〈
回
答
締
め
切
り
〉
11
月
30
日
㈯

▪問
ま
ち
づ
く
り
政
策
課
（
☎
内
線
５
１
５
）

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
入
所
申
し
込
み

　
昼
間
に
保
護
者
が
留
守
に
な
る
家
庭
等
の
児

童
が
、
心
身
と
も
に
健
や
か
に
成
長
で
き
る
よ

う
に
遊
び
や
生
活
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▪内
〈
開
所
時
間
〉
下
校
時
か
ら
保
護
者
の
帰

宅
す
る
時
間（
午
後
６
時
30
分
過
ぎ
ご
ろ
）

ま
で

▪対
保
護
者
の
就
労
や
病
気
等
の
理
由
に
よ
り
、

放
課
後
保
育
を
必
要
と
す
る
小
学
生

▪費
各
ク
ラ
ブ
運
営
委
員
会
で
定
め
る
負
担
金

▪申
直
接
各
ク
ラ
ブ
へ

※
ク
ラ
ブ
一
覧
等
詳
し
く
は
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
。

※
各
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で
は
、
放
課
後
児
童

支
援
員
、
補
助
員
（
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

先
生
）
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
。

▪問
保
育
育
成
課
（
☎
内
線
５
７
８
）

ふ
る
さ
と
納
税
で
山
形
市
を
応
援

　
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
り
い
た
だ
い
た
寄
付
は
、

市
の
事
業
の
財
源
に
な
り
、
山
形
市
の
活
性
化

に
つ
な
が
り
ま
す
。
市
外
に
い
る
ご
家
族
や
知

人
に
ふ
る
さ
と
納
税
で
山
形
市
を
応
援
い
た
だ

く
よ
う
お
声
掛
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

▪問
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
課
（
☎
内
線
４
０
７
）

都
市
計
画
審
議
会
の
傍
聴

▪時
11
月
19
日
㈫
午
前
10
時
30
分
～

▪所
県
Ｊ
Ａ
ビ
ル
９
階
大
会
議
室
Ｂ
・
Ｃ

▪内
山
形
広
域
都
市
計
画
道
路
の
変
更
（
山
形

県
決
定
）
に
付
す
る
意
見
に
つ
い
て
、
山

形
広
域
都
市
計
画
緑
地
の
変
更
（
山
形
市

決
定
）、
山
形
広
域
都
市
計
画
公
園
の
変

更
（
山
形
市
決
定
）

▪問
ま
ち
づ
く
り
政
策
課
（
☎
内
線
５
１
８
）

11
月
30
日
は
「
年
金
の
日
」

　
年
金
記
録
や
将
来
の
年
金
受
給
見
込
み
額
を

確
認
し
、
未
来
の
生
活
設
計
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。

　
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
を
ご
利
用
い
た
だ
く
と
、

い
つ
で
も
自
分
の
年
金
記
録
を
確
認
で
き
る
ほ
か
、

年
金
受
給
見
込
み
額
の
さ
ま
ざ
ま
な
パ
タ
ー
ン

の
試
算
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、

山
形
年
金
事
務
所（
☎
６
４
５－

５
１
１
１
）へ
。

▪問
市
民
課
（
☎
内
線
４
０
１
）

い
い

み
ら
い

12
月
市
議
会
定
例
会

　
議
員
に
よ
る
市
政
に
関
す
る
一
般
質
問
は
、

12
月
３
日
㈫
・
４
日
㈬
の
２
日
間
行
わ
れ
る
予

定
で
す
。
本
会
議
、
予
算
委
員
会
、
全
員
協
議

会
の
模
様
は
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
生
中

継
・
録
画
配
信
し
て
い
ま
す
。
日
程
や
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
中
継
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、

市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
。

▪時
11
月
28
日
㈭
～
12
月
13
日
㈮

▪問
議
会
事
務
局
議
事
課
（
☎
６
４
２－

８
４
０
４
）
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～地産地消情報コーナー～
“新米”

　全国有数の米どころである山形。
県産米である「つや姫」「雪若丸」
「はえぬき」は日本穀物検定協会
が実施している米の食味ランキン
グで毎年高い評価を受け、安定し
た品質の高さを誇っています。「つ
や姫」は、特別栽培米として認定
を受け、出荷基準を満たしたもの
だけが流通しています。甘味や旨味はもちろん、炊き
上がりの見た目の美しさも特徴です。山形が誇るブラ
ンド米として、国内だけでなく国外にも販路を拡大し
ており非常に人気の高いお米です。

～「つや姫５kg」を５人にプレゼント！～
　（提供：JA山形市）

▪申 �11月22日（必着）までに、はがきで、住所、氏名、
電話番号、当コーナーへの意見を記入の上、農政
課内「旬の農産物プレゼント係」へ

※�当選者発表は、賞品の発送をもって代えさせていた
だきます。
▪問 農政課内食育・地産地消推進協議会　☎内線455

多重債務問題は、一人で悩まずに
ご相談ください

【事例１】生活費を補うため、クレジットカードのキャ
ッシングで、借りたり返したりを繰り返した。リボ払
いのため元金が減らず困っている。
【事例２】「簡単に稼げる」という副業に申し込み、消
費者金融から借金して高額なサポート契約をしたが、
副業はもうからず、返済が困難になった。
【ここが重要】
・�多重債務問題は、一人で悩んでも解決できません。
返済のための借金は、問題解決にはなりません。早
めに専門家に相談しましょう。
・�消費生活センターでは、債務状況を整理し、債務整
理の方法や専門相談窓口の情報提供を行い、希望に
応じて弁護士等の専門家への相談予約を取り次いで
います。
借金に関する無料法律相談会
▪時 �11月30日㈯午後１時～１時40分、午後１時40分
～２時20分、午後２時20分～３時

▪所 消費生活センター
▪申 �11月29日正午までに、電話または直接消費生活
センターへ

※借金の状況が分かるものをお持ちください。
▪問 消費生活センター　☎647-2211

野
草
園　
冬
季
休
園

　
今
年
も
多
数
ご
来
園
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▪時
12
月
１
日
㈰
～
令
和
７
年
３
月
31
日
㈪

▪問
野
草
園
（
☎
６
３
４－

４
１
２
０
）

精
神
障
が
い
者
が
利
用
で
き
る
福
祉
制

度
の
説
明
会

▪時
11
月
27
日
㈬
午
後
２
時
～
３
時

▪所
市
役
所
７
階
７
０
１
Ａ
Ｂ
会
議
室

▪対
精
神
障
が
い
の
あ
る
方
や
そ
の
家
族
等

　
　
先
着
20
人
程
度

▪申
11
月
22
日
ま
で
に
、
電
話
で
障
が
い
福
祉

課
へ

▪問
障
が
い
福
祉
課
（
☎
内
線
５
８
０
）

農
家
の
皆
さ
ん
へ

～
雪
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
～

　
近
年
、
大
雪
に
よ
る
農
業
用
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ

ス
の
破
損
や
果
樹
の
枝
折
れ
等
の
被
害
が
多
数

発
生
し
て
い
ま
す
。
今
後
の
降
雪
に
備
え
、
早

め
に
ハ
ウ
ス
の
点
検
や
剪せ
ん
定て
い
、
支
柱
等
で
の
補

強
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

▪問
農
政
課
（
☎
内
線
４
３
２
）

聴
覚
・
発
話
に
障
が
い
の
あ
る
方
の

１
１
９
番
通
報
に
電
話
リ
レ
ー
サ
ー
ビ

ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
手
話
通
訳
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
等
を
介
し
て
相
手
と

会
話
が
可
能
と
な
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
24
時
間

３
６
５
日
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
や
緊
急
通
報
受
理
機

関
へ
の
接
続
、
通
話
の
相
手
方
と
の
双
方
向
で
の

発
信
が
可
能
で
す
。
詳
し
く
は
、
電
話

リ
レ
ー
サ
ー
ビ
ス
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
。

▪問
消
防
本
部
通
信
指
令
課
（
☎
６
３
４－

１
１
９
８
）

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
ス
ケ
ー
ト
場
オ
ー
プ
ン

　
11
月
23
日
、令
和
７
年
１
月
１
日
は
無
料
開
放
。

▪時
11
月
23
日
（
土
・
祝
）
～
令
和
７
年
２
月

24
日
（
月
・
振
休
）（
12
月
31
日
は
休
場
）

　
　
〈
開
場
時
間
〉【
平
日
】
午
後
１
時
～
９
時

【
土
・
日
曜
・
祝
日
、
市
内
小
中
学
校
冬

休
み
期
間
】
午
前
10
時
～
午
後
６
時

※
混
雑
状
況
に
よ
り
入
場
制
限
を
行
う
場
合
が

あ
り
ま
す
。

※
利
用
料
金
等
詳
し
く
は
、
ス
ポ
ー

ツ
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
。

▪問
ス
ポ
ー
ツ
協
会
（
☎
６
８
７－

１
７
８
９
）

▪時 とき　▪所 ところ　▪内 内容　▪講 講師等　▪対 対象・定員　▪費 費用（無料は記載なし）　▪持 持ち物　▪申 申し込み（不要は記載なし）　▪問 問い合わせ
10



【特別講演会「生き方は選べる」】
▪時 12月15日㈰
　　午後２時45分～
　　３時30分（予定）
▪所 山形ビッグウイング
　　２階大会議室
▪内 サッカーを通して学んだ
日々を精一杯生きること
の大切さについて

※�詳しくは、市ホー
ムページへ。

� �問 総務課　☎内線252

人　口

今月の
納　税

人口…240,159人（－165人）
男性…115,400人（－� 69人）
女性…124,759人（－� 96人）

○国民健康保険税　５期
便利で安心な口座振替を推奨しています。ぜひご利用ください。

※令和６年９月１日現在
※（　）は対前月比

山形市交通事故等発生状況
●発生件数� 34件（� 426件）
●死 者 数� � � 0人（� � � 2人）
●負傷者数� � 36人（� 471人）
●飲酒運転� � � 5人（� � 46人）

世帯数…104,426世帯（－4世帯） ９月

※（　）は
　令和６年累計

補　
助

応
援
し
ま
す
！
未
来
の
主
役
た
ち
！

◆
ふ
る
さ
と
奨
学
ロ
ー
ン

▪内
〈
融
資
使
途
〉
大
学
・
短
大
・
高
校
・
専
門

学
校
等
の
学
資
金
や
住
居
・
生
活
資
金
等

　
　
〈
融
資
限
度
額
〉
２
千
万
円

　
　
〈
利
率
〉
年
1.70
～
2.75
％
（
保
証
料
は
東
北

労
働
金
庫
負
担
）

　
　
〈
返
済
期
間
〉
最
長
25
年

※
金
利
、返
済
期
間
は
、金
利
タ
イ
プ
や
商
品・

お
取
引
内
容
等
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

※
在
学
期
間
中
は
、元
金
据
え
置
き
が
で
き
ま
す
。

※
お
子
さ
ん
が
県
内
に
就
職
し
た
場
合
、
そ
れ

以
降
の
利
子
に
対
し
て
、
最
長
10
年
間
、
元

金
３
０
０
万
円
を
限
度
に
、
教
育
基
金
協
会

か
ら
利
子
補
給
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

◆
生
活
応
援
ロ
ー
ン

　
生
活
に
必
要
な
資
金
を
低
利
で
融
資
し
ま
す
。

▪内
〈
融
資
使
途
〉
教
育
、福
祉
、自
動
車
購
入
、

生
活
全
般

　
　
〈
融
資
限
度
額
〉
３
０
０
万
円
（
使
途
用

途
に
よ
り
異
な
り
ま
す
）

　
　
〈
利
率
〉
年
1.25
～
2.75
％
（
固
定
金
利
。
使

途
用
途
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。
保
証
料
は

東
北
労
働
金
庫
が
負
担
）

　
　
〈
返
済
期
間
〉
７
～
10
年

▪対
労
働
組
合
の
な
い
会
社
な
ど
に
１
年
以
上

お
勤
め
の
方

※
申
し
込
み
方
法
等
詳
し
く
は
、
東
北
労
働
金

庫
山
形
支
店
（
☎
６
３
１－

０
５
１
１
）
へ
。

▪問
産
業
政
策
課
（
☎
内
線
４
１
５
）

福
祉
暖
房
費
給
付
金

　
一
定
所
得
に
満
た
な
い
世
帯
の
経
済
的
負
担

を
軽
減
す
る
た
め
、
冬
季
暖
房
費
の
一
部
を
給

付
し
ま
す
。
11
月
上
旬
に
対
象
と
思
わ
れ
る
世

帯
へ
申
請
書
を
送
付
し
ま
し
た
の
で
、
忘
れ
ず

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▪内
〈
給
付
額
〉
１
世
帯
当
た
り
１
万
円
（
１

回
限
り
）

　
　
〈
支
給
方
法
〉
世
帯
主
の
口
座
に
入
金

▪対
令
和
６
年
10
月
１
日
現
在
、
山
形
市
に
住

民
票
が
あ
り
、
令
和
６
年
度
市
県
民
税
非

課
税
世
帯
で
、
基
準
日
時
点
で
次
の
い
ず

れ
か
に
当
て
は
ま
る
世
帯

　
　
・
満
65
歳
以
上
の
方
の
み
の
世
帯

　
　
・�

障
が
い
者
世
帯
（
身
体
障
が
い
者
手
帳

１・
２
級
、
療
育
手
帳
Ａ
、
精
神
障
が

い
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
、
重
度
心
身

障
が
い
（
児
）
者
医
療
証
の
い
ず
れ
か

を
所
持
す
る
方
が
属
す
る
世
帯
）

　
　
・
ひ
と
り
親
等
世
帯

※
生
活
保
護
世
帯
、
中
国
帰
国
者
生
活
支
援
給

付
世
帯
、
世
帯
全
員
が
社
会
福
祉
施
設
に
入

所
し
て
い
る
場
合
は
対
象
外
。

▪申
12
月
27
日
ま
で
に
、
郵
送
で
生
活
福
祉
課
へ

※
詳
し
く
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
。

▪問
生
活
福
祉
課
（
☎
内
線
２
８
７
）

人権なんでも相談＆元Ｊリーガーによる特別講演
　12月４日～10日は「人権週間」です。不当な差別、職場・学校でのいじめなど、「人権侵害では？」と感じた時は、
一人で悩まず、次の相談窓口にお気軽にご相談ください。
　今年はモンテディオ山形の岡﨑建哉氏を講師に迎え、特別講演会を行います。ぜひお越しください。

【人権に関する相談窓口】
�問 山形地方法務局人権擁護課　☎625-1321
◆「第76回人権週間」人権なんでも相談所
�時 12月７日㈯午前10時～午後３時
�所 総合福祉センター２階相談室
◆常設相談窓口
・��山形地方法務局２階�人権擁護課
・�みんなの人権110番
　☎0570-003-110
・�女性の人権ホットライン
　☎0570-070-810
�時 いずれも平日午前８時30分～午後５時15分
　　（祝日、12月30日～令和７年１月３日を除く）
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※
詳
し
く
は
、
市
民
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
へ
。

▪問
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
６
４
７－

２
２
６
０
）

市
立
図
書
館
の
催
し

▪問
☎
６
２
４－

０
８
２
２

◆
絵
本
と
わ
ら
べ
う
た
の
広
場
～
冬
の
巻
～

▪時
12
月
１
日
㈰
午
前
10
時
30
分
～
11
時

▪内
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
絵
本
の
読

み
聞
か
せ
、
紙
芝
居
上
演�

他

▪対
２
～
４
歳
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者
先
着
30
人

◆
べ
に
っ
こ
ひ
ろ
ば
で
お
は
な
し
会

▪時
12
月
８
日
㈰
午
前
10
時
30
分
～
11
時

▪内
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
絵
本
の
読

み
聞
か
せ
、
紙
芝
居
上
演

◆
モ
ン
テ
デ
ィ
オ
山
形�

岡
﨑
建
哉
ク
ラ
ブ
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
タ
ー
と
デ
ィ
ー
オ
君
の
一
日
館
長

▪時
12
月
８
日
㈰
午
後
２
時
～
３
時
30
分

▪内
モ
ン
テ
デ
ィ
オ
山
形
の
岡
﨑
建
哉
ク
ラ
ブ

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ
ー
に
よ
る
読
み
聞
か

せ
・
本
の
貸
し
出
し

▪対
先
着
50
人

▪申
11
月
15
日
～
12
月
６
日
正
午
に
、

申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
で

◆
お
は
な
し
会
～
耳
か
ら
き
く
読
書
～

▪時
12
月
14
日
㈯
午
後
３
時
～
３
時
30
分

▪内
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
『
ク
リ
ス

マ
ス
の
お
話
』

▪対
小
学
生
以
上
先
着
30
人

蔵
王
ス
キ
ー
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
員
募
集

▪内
〈
雇
用
期
間
〉
12
月
上
旬
～
令
和
７
年
３

月
31
日

社
会
福
祉
事
業
団
職
員
採
用
試
験

（
令
和
７
年
４
月
１
日
付
採
用
）

▪時
〈
試
験
日
〉
12
月
15
日
㈰
、
令
和
７
年
２

や
ま
が
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ウ
イ
ー
ク
２
０
２
４

▪所
霞
城
セ
ン
ト
ラ
ル
１
階
ア
ト
リ
ウ
ム

【
Ｎ
Ｐ
Ｏ
博
】

▪時
11
月
26
日
㈫
～
12
月
１
日
㈰

▪内
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
市
民
活
動
団
体
の
チ
ラ
シ
や
ポ

ス
タ
ー
な
ど
の
展
示
、
塗
り
絵
や
ク
イ
ズ

ラ
リ
ー
の
参
加
者
に
ふ
ら
っ
と
ふ
れ
ん
ず

カ
レ
ン
ダ
ー
ま
た
は
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
を
プ

レ
ゼ
ン
ト

【
団
体
の
活
動
紹
介
】

▪時
12
月
１
日
㈰
午
前
10
時
～
午
後
３
時
30
分

【
ス
テ
ー
ジ
発
表
】

▪時
12
月
１
日
㈰
正
午
～
午
後
３
時

▪内
市
民
活
動
団
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
所
属
し
て
い

る
方
に
よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

済
生
館
高
等
看
護
学
院 

学
生
募
集

▪時
〈
一
次
試
験
〉
令
和
７
年
１
月
21
日
㈫

　
　
〈
二
次
試
験
〉
令
和
７
年
２
月
５
日
㈬　

▪所
済
生
館
高
等
看
護
学
院

▪対
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
方
（
令
和
７
年
３

月
末
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
方
を
含
む
）

ま
た
は
そ
れ
と
同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
方

▪申
12
月
２
日
～
11
日
（
必
着
）
に
、
入
学
願

書
等
を
済
生
館
高
等
看
護
学
院
へ

▪問
済
生
館
高
等
看
護
学
院
（
☎
６
３
４－

７
１
２
５
）

募　
集

イ
ベ
ン
ト

ね
た
き
り
高
齢
者
等
・
重
度
障
が
い
者

介
護
者
激
励
金

▪内
〈
支
給
時
期
〉
令
和
７
年
３
月

〈
介
護
を
受
け
る
方
が
20
歳
以
上
65
歳
未
満
の

場
合
〉

▪対
重
度
障
が
い
者（
身
体
障
が
い
者
手
帳
１・

２
級
、
療
育
手
帳
Ａ
ま
た
は
精
神
障
が
い

者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
の
い
ず
れ
か
を
お

持
ち
で
、
市
が
行
う
調
査
で
支
給
対
象
と

認
め
ら
れ
た
方
）
を
在
宅
で
６
カ
月
を
超

え
る
期
間
継
続
し
て
介
護
し
て
い
る
方

▪申
12
月
６
日
ま
で
に
、
市
役
所
２
階
障
が
い

福
祉
課
28
番
窓
口
へ　

▪問
障
が
い
福
祉
課
（
☎
内
線
５
４
２
）

〈
介
護
を
受
け
る
方
が
65
歳
以
上
の
場
合
〉

▪対
家
庭
内
で
65
歳
以
上
の
寝
た
き
り
の
高
齢

者
（
要
介
護
４・
５
相
当
）
ま
た
は
症
状

の
進
ん
だ
認
知
症
の
高
齢
者
を
６
カ
月
を

超
え
る
期
間
継
続
し
て
介
護
し
て
い
る
方

▪申
12
月
６
日
ま
で
に
、
市
役
所
２
階
長
寿
支

援
課
27
番
窓
口
へ

▪問
長
寿
支
援
課
（
☎
内
線
５
６
６
）

　
　
〈
雇
用
条
件
〉
次
の
全
て
を
満
た
す
方

　
　
・�

普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
所
持
し
て
い

る
方

　
　
・�

蔵
王
温
泉
ス
キ
ー
場
を
よ
り
安
全
安
心
な

ス
キ
ー
場
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
方

　
　
・�

次
シ
ー
ズ
ン
以
降
も
継
続
勤
務
す
る
意

志
が
あ
る
方

　
　
・�

ス
キ
ー
が
で
き
、
蔵
王
が
好
き
な
方

▪対
若
干
名

▪申
事
前
に
電
話
の
上
、
郵
送
で
履
歴
書
を
観

光
戦
略
課
内
蔵
王
ス
キ
ー
パ
ト
ロ
ー
ル
委

員
会
へ

▪問
観
光
戦
略
課
内
蔵
王
ス
キ
ー
パ
ト
ロ
ー
ル

委
員
会
（
☎
内
線
４
２
６
）

月
16
日
㈰

▪所
〈
会
場
〉
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
菅
沢
荘

▪内
〈
募
集
職
種
、
人
数
〉
指
導
員
・
保
育
士

１
人
、
介
護
職
員
８
人

　
　
〈
配
属
予
定
〉
菅
沢
荘
、
あ
た
ご
荘　
他

▪対
指
導
員
・
保
育
士
は
49
歳
ま
で
、
介
護
職

員
は
59
歳
ま
で
の
方

※
詳
し
く
は
、
社
会
福
祉
事
業
団

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
。

▪問
社
会
福
祉
事
業
団
（
☎
６
８
８－

７
５
０
４
）

▪時 とき　▪所 ところ　▪内 内容　▪講 講師等　▪対 対象・定員　▪費 費用（無料は記載なし）　▪持 持ち物　▪申 申し込み（不要は記載なし）　▪問 問い合わせ
12



▪内
㈱
銭
湯
ぐ
ら
し
代
表
取
締
役
・
加
藤
優一氏
、
か
み

の
や
ま
ラ
ン
ド
バ
ン
ク
副
理
事
長
・
鏡
昌
博
氏
に

よ
る
、
空
き
家
活
用
の
事
例
紹
介
と
個
別
相
談
会

▪対
先
着
30
人

▪申
12
月
６
日
ま
で
に
、
二
次
元
コ
ー
ド
で

※
詳
し
く
は
、
㈱
銭
湯
ぐ
ら
し
（
☎
０
３－

５
３
５
６－

７
２
２
２
）
へ
。

▪問
住
宅
政
策
課
（
☎
内
線
４
７
０
）

第
57
回
山
形
市
民
美
術
展

▪時
12
月
２
日
㈪
～
８
日
㈰
午
前
10
時
～
午
後

５
時
（
８
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

▪所
県
芸
文
美
術
館
（
ア
ズ
七
日
町
２
階
）

【
作
品
募
集
】

▪内
〈
募
集
部
門
〉
日
本
画
、
洋
画
、
彫
刻
、

工
芸
、
デ
ザ
イ
ン

▪対
高
校
生
以
上
で
市
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

▪申
12
月
１
日
正
午
～
午
後
３
時
に
、
作
品
を

持
参
し
直
接
県
芸
文
美
術
館
へ

※
詳
し
く
は
、
市
民
会
館
等
に
設
置
す
る
出
品

要
項
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▪問
市
民
会
館
（
☎
６
４
２－

３
１
２
１
）

未
来
の
地
域
を
つ
く
る「
空
き
家
勉
強
会
」

▪時
12
月
７
日
㈯
午
前
10
時
～
正
午

▪所
や
ま
が
た
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
シ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
Ｑ
１

金
曜
上
映
会
日
曜
出
張
版

〈
パ
レ
ス
テ
ィ
ナ
―
土
と
と
も
に
〉

▪時
12
月
１
日
㈰
午
後
２
時
～
、
午
後
５
時
～

▪所
や
ま
が
た
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
シ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
Ｑ
１�
２
階
シ
ア
タ
ー
ス
ペ
ー
ス

▪内
パ
レ
ス
チ
ナ
の
映
画
作
家
に
よ
る
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
３
作
品
の
上
映
、
山
伏
・
成

瀬
正
憲
氏
に
よ
る
ト
ー
ク

※
詳
し
く
は
、
山
形
国
際
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
映
画
祭
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
。

▪問
文
化
創
造
都
市
課
（
☎
内
線
７
６
９
）

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
催
し

▪問
☎
６
４
７－

２
２
０
１

◆
く
ら
し
の
講
座
「
自
分
で
で
き
る
相
続
対
策
の
基
本

～
家
族
の
た
め
に
お
さ
え
て
お
き
た
い
ポ
イ
ン
ト
～
」

▪時
12
月
７
日
㈯
午
後
１
時
～
２
時
30
分

▪内
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
ナ
ー
佐
竹

寿
教
氏
に
よ
る
講
話

▪対
先
着
30
人

▪申
11
月
15
日
～
12
月
３
日
に
、
電
話
ま
た
は

直
接
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ

◆
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
ナ
ー
に
よ
る

無
料
体
験
個
別
相
談
会

▪時
12
月
７
日
㈯
午
後
３
時
～
３
時
50
分
、
午

後
４
時
～
４
時
50
分　

▪内
マ
ネ
ー
プ
ラ
ン
（
将
来
に
向
け
た
上
手
な

資
産
形
成
等
）、
住
宅
ロ
ー
ン
、
保
険
、
資

産
運
用
な
ど
お
金
に
ま
つ
わ
る
悩
み
相
談

▪対
各
回
先
着
３
組

▪申
11
月
15
日
～
12
月
３
日
に
、
電
話
（

０
１
２
０－

８
７
４－

２
５
１
）
で
日
本
Ｆ

Ｐ
協
会
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
へ

◆
く
ら
し
の
講
座
「
お
金
の
収
支
を
知
っ
て
自

分
ら
し
い
人
生
を
デ
ザ
イ
ン
し
よ
う
！
若
者

向
け
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
講
座
」

▪時
12
月
８
日
㈰
午
前
10
時
～
正
午

▪内
ソ
ニ
ー
生
命
保
険
山
形
支
社
に
よ
る
生
涯

の
収
支
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
作
成

▪対
18
～
30
歳
程
度
の
方
先
着
20
人

▪申
11
月
15
日
～
12
月
５
日
に
、
電
話
ま
た
は

直
接
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ

冬
休
み
特
別
体
験
企
画
２
０
２
４

▪時
12
月
27
日
㈮
午
後
６
時
30
分
～
７
時
30
分

（
午
後
６
時
か
ら
受
け
付
け
）

▪所
山
形
テ
ル
サ
ホ
ー
ル

▪内
「
山
形
テ
ル
サ
の
第
九
」
公
開
リ
ハ
ー
サ

ル
見
学

▪対
小
学
生
～
24
歳
の
方
（
小
・
中
学
生
は
保

護
者
１
人
同
伴
可
）

▪申
11
月
15
日
～
12
月
22
日
に
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
電
話
で
山

形
テ
ル
サ
へ

▪問
山
形
テ
ル
サ
（
☎
６
４
６－

６
６
７
７
）

親
子
ふ
れ
あ
い
の
つ
ど
い
～
ミ
ニ
門
松

作
り
＆
エ
コ
羽
子
板
で
遊
ぼ
う
～

▪時
12
月
22
日
㈰
午
前
10
時
～
正
午

▪所
霞
城
公
民
館
３
階
講
堂

▪内
青
少
年
育
成
市
民
会
議
青
少
年
部
に
よ
る

ミ
ニ
門
松
・
エ
コ
羽
子
板
作
り

▪対
小
学
生
以
上
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者
先
着

20
組

▪費
５
０
０
円

▪持
雑
巾
、
工
作
用
は
さ
み

▪申
11
月
15
日
か
ら
、
電
話
で
社
会
教
育
青
少

年
課
へ

▪問
社
会
教
育
青
少
年
課
（
☎
内
線
６
１
９
）

社
会
福
祉
協
議
会
の
催
し

▪問
①
～
③
☎
６
４
５－

８
０
６
１

　
　
④
☎
６
４
６－

５
６
６
０

▪所
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
①
～
③
１
階
高
齢
者

福
祉
室
④
３
階
会
議
研
修
室
２

①
お
し
ゃ
べ
り
☆
さ
ろ
ん
箒ほ
う
き

▪時
12
月
３
日
㈫
午
前
10
時
～
正
午

▪対
お
子
さ
ん
の
障
が
い
に
つ
い
て
話
し
た
い
方

②
お
し
ゃ
べ
り
広
場
ラ
コ
ー
ル
＊
カ
フ
ェ

▪時
12
月
18
日
㈬
午
前
10
時
～
正
午

▪対
障
が
い
の
あ
る
お
子
さ
ん
（
12
歳
以
下
）

や
そ
の
家
族
な
ど

③
社
協
子
育
て
お
し
ゃ
べ
り
サ
ロ
ン

▪時
12
月
10
日
㈫
・
24
日
㈫
午
後
１
時
30
分
～

３
時
30
分

▪対
０
歳
児
と
保
護
者

▪持
バ
ス
タ
オ
ル

④
障
が
い
者
サ
ロ
ン

▪時
12
月
４
日
㈬
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

▪対
障
が
い
者
、
難
病
な
ど
の
疾
患
が
あ
る
方

や
そ
の
ご
家
族
な
ど

山形市からのお知らせ
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木
づ
か
い
講
座

～
木
製
フ
ッ
ク
ス
タ
ン
ド
を
作
ろ
う
！
～

▪時
11
月
30
日
㈯
午
後
２
時
～
４
時

▪所
家
具
工
房
モ
ク
・
木
の
家
具
ギ
ャ
ラ
リ
ー

（
黒
沢
）

▪講
家
具
工
房
モ
ク
渡
邊
英
木
氏
・
渡
邊
貴
子

氏
に
よ
る
、
眼
鏡
、
鍵
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー

等
が
掛
け
ら
れ
る
県
産
木
材
を
使
用
し
た

フ
ッ
ク
ス
タ
ン
ド
作
り

▪対
小
学
生
以
上
先
着
15
人
（
小
学
生
は
保
護

者
同
伴
）

▪申
11
月
18
日
～
25
日
に
、
電
話
で
森
林
整
備

課
へ

▪問
森
林
整
備
課
（
☎
内
線
４
４
８
）

消
防
本
部
救
急
救
命
課
の
講
座

▪問
☎
６
３
４－

１
１
９
３

▪所
西
消
防
署
（
西
崎
）

Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ｓ
Ｋ

ポ
イ
ン
ト
対
象

◆
普
通
救
命
講
習
Ⅲ

▪時
12
月
１
日
㈰
午
前
９
時
～
正
午

▪内
乳
児
・
小
児
へ
の
心
肺
蘇
生
法
と
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
使
用
法
（
修
了
証
を
発
行
）

▪対
先
着
40
人
程
度

▪申
11
月
15
日
か
ら
、
電
子
申
請
ま

た
は
電
話
で
消
防
本
部
救
急
救

命
課
へ

「
希
望
の
家
」
生
活
支
援
事
業

「
簡
単
！
お
正
月
料
理
教
室
」
～
体
に
負
担

を
か
け
ず
に
料
理
を
つ
く
り
ま
せ
ん
か
～

▪時
12
月
５
日
㈭
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

▪所
福
祉
文
化
セ
ン
タ
ー

▪対
障
が
い
者
手
帳
所
持
者
10
人
（
抽
選
）

▪費
千
円
程
度
（
材
料
代
、
保
険
料
）

▪持
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

▪申
11
月
27
日
（
必
着
）
ま
で
に
、
電
話
ま
た
は

は
が
き
（
〒
９
９
０－

０
０
２
１
小
白
川
町
２

－

３－

47
）、Ｆ
Ａ
Ｘ
（

６
２
５－

２
１
５
０
）、

Ｅ
メ
ー
ル
（fukubunsen@

city.yam
a

　
　

gata-yam
agata.lg.jp

）
の
い
ず
れ
か
で
、

住
所
、氏
名
、年
齢
、電
話
番
号
、教
室
名
、

障
が
い
名
を
記
入
の
上
、
福
祉
文
化
セ
ン
タ

ー
へ
（
直
接
の
申
し
込
み
も
可
）

▪問
福
祉
文
化
セ
ン
タ
ー
（
☎
６
４
２－

５
１
８
１
）

手
作
り
味み

噌そ

講
座

▪時
12
月
12
日
㈭
・
13
日
㈮
午
前
10
時
～
正
午

▪所
農
業
研
修
セ
ン
タ
ー
（
東
古
館
）

▪内
山
二
醤
油
醸
造
㈱
代
表
取
締
役
・
新
関
徳
次

郎
氏
に
よ
る
、
約
５
㎏
の
22
割
味
噌
作
り

▪対
各
日
60
人
（
抽
選
）

▪費
３
６
０
０
円
（
材
料
代
）

▪持
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

▪申
11
月
25
日
（
必
着
）
ま
で
に
、は
が
き
（
〒

９
９
０－

２
３
７
５
東
古
館
１
４
５
）
で
、

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、

農
業
振
興
公
社
へ
（
は
が
き
１
枚
で
１
人

ま
で
）

※
当
選
者
の
み
、
締
め
切
り
日
か
ら
10
日
以
内

に
は
が
き
で
通
知
し
ま
す
。

▪問
農
業
振
興
公
社
（
☎
６
４
４－

１
６
２
２
）

教
室・講
座

◆
応
急
手
当
指
導
員
の
資
格
取
得
講
習

▪時
12
月
７
日
㈯
・
８
日
㈰
午
前
９
時
～
午
後

６
時

▪対
応
急
手
当
普
及
員
の
資
格
を
お
持
ち
の
方

先
着
40
人
程
度

▪持
応
急
手
当
指
導
者
標
準
テ
キ
ス
ト
（
東
京

法
令
出
版
）

▪申
11
月
15
日
か
ら
、
電
子
申
請
ま

た
は
電
話
で
救
急
救
命
課
へ

※
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
。

Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ｓ
Ｋ

ポ
イ
ン
ト
対
象

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

▪時
12
月
11
日
㈬
午
後
１
時
30
分
～
３
時
（
午

後
１
時
開
場
）

▪所
市
役
所
11
階
大
会
議
室

▪対
先
着
40
人

▪申
11
月
19
日
か
ら
、
電
話
で
長
寿
支
援
課
へ

▪問
長
寿
支
援
課
（
☎
内
線
５
９
９
）

第
４
回
ふ
れ
あ
い
広
場
ビ
ッ
キ
の
会

▪時
12
月
７
日
㈯
午
後
１
時
～
３
時

▪所
霞
城
公
民
館

▪内
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
ク
リ
ス
マ
ス
に
関

す
る
作
品
作
り

▪対
小
学
生
先
着
30
人

▪費
１
０
０
円
（
材
料
代
）

▪申
12
月
３
日
ま
で
に
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で

▪問
社
会
教
育
青
少
年
課
（
☎
内
線
４
５
９
）

ご
み
減
量
学
習
会

「
生
ご
み
を
減
ら
そ
う
！
段
ボ
ー
ル
コ

ン
ポ
ス
ト
で
エ
コ
た
い
肥
」

▪時
11
月
26
日
㈫
午
後
１
時
30
分
～

▪所
市
役
所
11
階
大
会
議
室

▪内
ご
み
減
量
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
畠
山
優
子
氏
に

よ
る
、
生
ご
み
を
減
ら
し
、
家
庭
で
使
え

る
エ
コ
た
い
肥
づ
く
り
に
つ
い
て
の
講
座

▪対
先
着
１
０
０
人
程
度

▪申
11
月
21
日
ま
で
に
、
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

（

６
２
４－

９
９
２
８
）
で
、
氏
名
、
電

話
番
号
、「
ご
み
減
量
学
習
会
参
加
希
望
」

と
記
入
の
上
、
ご
み
減
量
推
進
課
内
ご
み

減
量
・
も
っ
た
い
な
い
ね
ッ
ト
山
形
事
務

局
へ

▪問
ご
み
減
量
推
進
課
内
ご
み
減
量
・
も
っ
た
い

な
い
ね
ッ
ト
山
形
事
務
局
（
☎
内
線
６
９
８
）

▪時 とき　▪所 ところ　▪内 内容　▪講 講師等　▪対 対象・定員　▪費 費用（無料は記載なし）　▪持 持ち物　▪申 申し込み（不要は記載なし）　▪問 問い合わせ
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名
曲
か
ら
学
ぶ
韓
国
語

▪時
11
月
30
日
㈯
午
後
１
時
30
分
～
３
時

▪所
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

▪対
先
着
20
人

▪申
11
月
15
日
か
ら
、
電
話
で
国
際
交
流
セ
ン

タ
ー
へ

▪問
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
（
☎
６
４
７－

２
２
７
５
）

公
民
館
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
の
催
し

中
央
公
民
館

▪問
☎
６
２
３－

２
１
５
０

◆
パ
ソ
コ
ン
講
座「
文
書
作
成
中
級
編
」（
全
３
回
）

▪時
12
月
11
日
㈬
～
13
日
㈮
午
後
１
時
30
分
～

３
時
30
分

▪内
文
書
の
編
集
（
イ
ン
デ
ン
ト
の
使
い
方
や
段

組
作
成
）・
加
工
（
画
像
の
挿
入
）・
保
存

◆
パ
ソ
コ
ン
講
座「
表
計
算
中
級
編
」（
全
３
回
）

▪時
12
月
18
日
㈬
～
20
日
㈮
午
後
１
時
30
分
～

３
時
30
分

▪内
関
数
を
利
用
し
た
表
の
作
成
な
ど
を
学
ぶ

※
い
ず
れ
も

▪対
パ
ソ
コ
ン
の
入
力
が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
る

方
14
人
（
抽
選
）

▪費
８
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

▪持
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ

▪申
11
月
25
日
（
必
着
）
ま
で
に
、は
が
き
（
〒

９
９
０－

０
０
４
２
七
日
町
１－

２－

39
）

ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
（

６
３
３－

９
８
０
４
）

で
、
講
座
コ
ー
ス
名
、
郵
便
番
号
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、

中
央
公
民
館
へ

※
い
ず
れ
も
当
選
者
の
み
、
締
め
切
り
日
か
ら

10
日
以
内
に
通
知
を
発
送
し
ま
す
。

東
部
公
民
館

▪問
☎
６
４
２－

５
１
８
１

◆
防
災
教
室
「
ペ
ッ
ト
と
一
緒
に
避
難
す
る
」

▪時
12
月
12
日
㈭
午
後
２
時
～
４
時

▪講
防
災
士
・
板
谷
智
子
氏

▪対
先
着
20
人

▪申
11
月
15
日
～
30
日
に
、
電
話
ま
た
は
直
接

東
部
公
民
館
へ

霞
城
公
民
館

▪問
☎
６
４
３－

２
６
８
７

◆
お
菓
子
づ
く
り
教
室

▪時
12
月
８
日
㈰
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

▪内
パ
テ
ィ
シ
エ
小
関
和
彦
氏
に
よ
る
親
子
で

ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
作
り

▪対
小
中
学
生
と
保
護
者
先
着
４
組

▪費
千
円
（
材
料
代
）

▪持
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
マ
ス
ク

▪申
11
月
15
日
か
ら
、
電
話
ま
た
は

申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
で

元
木
公
民
館

▪問
☎
６
３
１－

６
５
５
１

◆
山
形
の
季
節
の
料
理
講
座

▪時
12
月
12
日
㈭
午
前
10
時
～
午
後
１
時

▪内
山
形
の
食
材
を
使
用
し
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

症
候
群
予
防
に
効
果
の
あ
る
料
理
作
り

▪対
18
歳
以
上
の
方
先
着
12
人

▪費
８
０
０
円
（
材
料
代
）

▪持
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
マ
ス
ク
、
布
巾
２
枚

滝
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

▪問
☎
６
２
２－

３
４
０
１

▪所
市
役
所
１
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

◆
平
清
水
焼
作
品
展

▪時
11
月
26
日
㈫
午
前
10
時
～
午
後
４
時
、
11

月
27
日
㈬
午
前
９
時
～
午
後
４
時

▪内
滝
陶
会
・
陶
芸
体
験
教
室
平
清
水
焼
コ
ー

ス
で
作
陶
し
た
作
品
の
展
示

◆
楽
焼
茶
碗
作
品
展

▪時
11
月
28
日
㈭
午
前
10
時
～
午
後
４
時
、
11
月

29
日
㈮
午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

▪内
楽
友
会
・
陶
芸
体
験
教
室
楽
焼
コ
ー
ス
で

作
陶
し
た
楽
焼
茶
碗
の
展
示

山
寺
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

▪問
☎
６
９
５－

２
０
０
１

◆
わ
い
わ
い
親
子
リ
ト
ミ
ッ
ク
～
サ
ン
タ
ク
ロ

ー
ス
に
な
っ
て
み
よ
う
！
～

▪時
12
月
７
日
㈯
午
前
10
時
～
正
午

▪内
サ
ウ
ン
ド
詩
音
に
よ
る
歌
唱
・
運
動
・
工
作

▪対
未
就
学
児
先
着
15
人
程
度

▪費
１
０
０
円
（
材
料
代
）

▪持
内
履
き

▪申
11
月
15
日
～
26
日
に
、
電
話
ま
た
は
Ｅ
メ

ー
ル（yam

adera@
m
m
y.ne.jp

）で
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、

山
寺
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
へ

イ
ク
メ
ン
・
イ
ク
ジ
イ
講
座

「
和
菓
子
職
人
体
験
～
伝
統
か
ら
ク
リ

ス
マ
ス
風
ま
で
～
」

▪時
12
月
21
日
㈯
午
後
１
時
30
分
～
３
時

▪所
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
５
階
視
聴
覚
室

▪内
乃
し
梅
本
舗
佐
藤
屋
八
代
目
・
佐
藤
慎
太

郎
氏
に
よ
る
和
菓
子
作
り
体
験

▪対
小
学
生
と
そ
の
父
親
ま
た
は
祖
父
先
着
12
組

▪費
１
組
２
千
円
（
材
料
代
）

▪持
お
し
ぼ
り

▪申
11
月
18
日
～
12
月
13
日
に
、
電
話
ま
た
は

Ｅ
メ
ー
ル
（fala@

city.yam
agata-ya

　
　

m
agata.lg.jp

）で
、参
加
者
の
住
所（
市

町
名
の
み
）、
氏
名
、
年
齢
、
学
年
、
電

話
番
号
、
託
児
の
有
無
、
件
名
に
「
イ
ク

メ
ン
講
座
」
を
記
入
の
上
、
男
女
共
同
参

画
セ
ン
タ
ー
へ

※
１
歳
以
上
未
就
学
児
無
料
託
児
あ
り
（
先
着

順
。
12
月
10
日
ま
で
要
予
約
）。

▪問
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
（
☎
６
４
５－

８
０
７
７
）

▪申
11
月
18
日
～
30
日
に
、
電
話
ま
た
は
直
接

元
木
公
民
館
へ

山形市からのお知らせ
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■
在
宅
ね
た
き
り
高
齢
者
等
歯
科
診
療

③
家
庭
等
で
療
養
中
で
、
病
気
等
の
た

め
歯
科
医
療
機
関
に
通
院
で
き
な
い
方

④
歯
科
医
師
に
よ
る
往
診
治
療
⑥
電
話

で
問
市
歯
科
医
師
会
（
☎
６
３
２－

１
１
０
８
）

■「
空
き
家
相
談
士
」
に
よ
る
相
続
・

売
却
・
賃
貸
・
解
体
費
用
の
無
料
相
談

会
②
空
き
家
相
談
セ
ン
タ
ー
（
あ
こ
や

町
・
七
日
町
）
⑥
要
問
全
国
空
き
家
相

談
士
協
会
山
形
支
部
（
あ
こ
や
町
☎

６
６
４－

０
２
２
４
、七
日
町
☎
６
２
４

－

０
０
１
１
）

■
空
き
家
相
談
窓
口
①
平
日
午
前
10
時

～
午
後
４
時
④
お
近
く
の
相
談
員
が
対

応
し
ま
す
問
全
日
本
不
動
産
協
会
山
形

県
本
部
（
☎
６
６
５－
０
１
０
０
）

■
認
知
能
力
の
低
下
に
備
え
る
相
談
窓

口
①
水
曜
日
を
除
く
午
前
10
時
～
午
後

６
時
③
認
知
症
の
不
安
を
持
つ
本
人
と

そ
の
家
族
④
不
安
内
容
の
聞
き
取
り
と

提
案
⑤
無
料
⑥
要
問
一
般
社
団
法
人
や

ま
が
た
民
事
信
託
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
７
０－

５
５
２
１－

３
１
２
２
）

■
山
形
大
学
付
属
幼
稚
園
４
歳
児
編
入

募
集
②
願
書
配
布
・
園
事
務
室
③
５
人

④
受
け
付
け
11
月
18
日
～
12
月
13
日
⑦

詳
し
く
は
、
本
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
問
☎
６
４
１－

４
４
４
６

■
山
形
県
最
低
賃
金
が
改
正
さ
れ
ま
し

た
④
10
月
19
日
か
ら
山
形
県
最
低
賃
金

が
時
給
額
９
５
５
円
へ
改
正
さ
れ
ま
し

た
問
山
形
労
働
局
賃
金
室
（
☎
６
２
４

－

８
２
２
４
）

■
き
も
の
で
初
詣
！
①
11
月
21
日
㈭
～
毎

週
月－

土
曜
日
（
祝
日
除
く
）
午
前
10
時

30
分
～
、
午
後
２
時
～
、
午
後
６
時
30
分

～
③
18
歳
以
上
の
女
性
⑤
９
８
０
０
円

（
き
も
の
、小
袋
帯
、長
襦じ

ゅ

袢ば
ん

、草
履
付
き
）

⑥
要
問
民
族
衣
裳
文
化
普
及
協
会
山
形
支

部
（
R
０
１
２
０－
０
２
９－

３
１
５
）

■
山
形
大
学
栗
山
恭
直
教
授
講
演
会
①

11
月
21
日
㈭
午
後
６
時
～
②
市
民
会
館

小
ホ
ー
ル
④
新
時
代
へ
の
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ

教
育
⑤
無
料
⑥
要
問
山
形
商
工
会
議
所

青
年
部
事
務
局
荒
井
（
☎
６
２
２－

４
６
６
６
）

■
男
の
が
ん
サ
ロ
ン
「
ク
ロ
ー
バ
ー
」

①
11
月
22
日
㈮
午
後
１
時
30
分
～
３
時

②
山
形
検
診
セ
ン
タ
ー
③
男
性
の
が
ん

体
験
者
⑤
無
料
⑥
不
要
問
や
ま
が
た
健

康
推
進
機
構
（
☎
６
８
８－

６
５
１
１
）

■
不
動
産
無
料
相
談
会
①
11
月
23
日

（
土
・
祝
）
午
前
９
時
～
正
午
②
県
宅

建
会
館
④
空
き
家
や
不
動
産
に
関
す
る

相
談
全
般
⑥
11
月
20
日
ま
で
に
電
話
で

要
予
約
問
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会

山
形
（
☎
６
４
２－

８
１
３
３
）

■
講
演
会
「
世
界
か
ら
見
た
日
本
の
修

復
」
杉
山
恵
助
①
11
月
23
日
（
土
・
祝
）

午
後
２
時
～
３
時
30
分
②
オ
ン
ラ
イ
ン

⑤
無
料
⑥
二
次
元
コ
ー
ド
で
問
東
北
芸

術
工
科
大
学
文
化
財
保
存

修
復
研
究
セ
ン
タ
ー
（
☎

６
２
７－

２
２
０
４
）

■
親
に
な
る
準
備
セ
ミ
ナ
ー
①
12
月
１

日
㈰
・
８
日
㈰
午
後
２
時
～
４
時
②
遊

学
館
③
妊
婦
と
そ
の
家
族
（
各
回
20
組
、

40
人
）
④
家
庭
内
の
協
働
を
学
ぶ
⑤
千

円
⑥
二
次
元
コ
ー
ド
で
問
県

助
産
師
会�

斉
藤
（
☎
０
９
０

－

４
８
８
１－

１
４
２
２
）

■
大
原
学
園
山
形
校
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
①
12
月
８
日
㈰
午
前
10
時
～
正
午
、

午
後
１
時
～
３
時
③
高
校
生
、
高
校
既

卒
者
、
保
護
者
④
学
校
説
明
や
在
校
生

と
の
懇
談
な
ど
⑥
電
話
ま
た
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
問
☎
６
７
４－

０
６
６
０

■
傷
を
抱
え
な
が
ら
声
を
上
げ
る
①
11

月
24
日
㈰
②
山
形
テ
ル
サ
３
階
研
修
室

A
③
性
自
認
女
性
30
人
④
講
師�

石
川

優
実
氏
⑤
無
料
⑥
要
問
特
定
非
営
利
活

動
法
人
Ｓ
ｉｓ
ｔｅｒ
ｈｏｏ
ｄ

（
☎
０
８
０

－

１
８
３
６

－

１
９
８
１
）

■
山
形
美
容
専
門
学
校
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
①
12
月
７
日
㈯
③
高
校
生
以
上

で
美
容
の
仕
事
に
興
味
の
あ
る
方
④
美

容
技
術
体
験
、
見
学
な
ど
⑤
無
料
⑥
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
問
☎
６
３
２－

０
１
６
７

■
や
ま
が
た
縁
結
び
た
い
結
婚
相
談
会

①
11
月
24
日
㈰
、
12
月
１
日
㈰
・
８
日

㈰
・
15
日
㈰
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30

分
②
文
翔
館
③
結
婚
を
希
望
す
る
方
ま

た
は
そ
の
ご
家
族
⑤
無
料
⑥
電
話
で
問

や
ま
が
た
ハ
ッ
ピ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
（
☎
６
８
７－

１
９
７
２
）

■
Ｖ
．
カ
レ
ッ
ジ
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
①
12
月
７
日
㈯
午
前
10
時
～
③
高
校

生
以
上
の
方
、
保
護
者
④
模
擬
授
業
、

個
別
相
談
⑤
無
料
⑥
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

問
６
４
４－

１
１
２
２

■
映
画
『
戦
雲
』
上
映
と
三
上
智
恵
監

督
の
講
演
①
11
月
24
日
㈰
午
後
２
時
開

演
②
遊
学
館
２
階
ホ
ー
ル
④
憲
法
イ
ベ

ン
ト
⑤
無
料
⑥
不
要
問
県
弁
護
士
会

（
☎
６
２
２－

２
２
３
４
）

■
東
北
文
教
大
学
「
ど
よ
う
お
は
な
し

か
い
」
①
12
月
７
日
㈯
、
令
和
７
年
１

月
11
日
㈯
午
前
10
時
30
分
～
11
時
②
大

学
付
属
図
書
館
③
３
歳
前
後
の
お
子
さ

ん
と
家
族
⑤
無
料
⑥
不
要
問
付
属
図
書

館
（
☎
６
８
８－

７
５
４
４
）

■
相
続
・
遺
言
無
料
相
談
会
①
②
11
月

26
日
㈫
午
後
１
時
～
４
時・北
部
公
民
館
、

11
月
30
日
㈯
午
後
１
時
～
４
時
・
金
井

コ
ミ
セ
ン
⑥
電
話
で
⑦
資
料
等
あ
れ
ば

ご
持
参
く
だ
さ
い
問
県
行
政
書
士
会
山

形
支
部
（
☎
６
２
５－

９
１
５
０
）

■
日
台
政
策
研
究
所
学
術
シ
ン
ポ
①
12

月
７
日
㈯
午
後
１
時
～
５
時
②
山
形
大

学
③
２
０
０
人
④
観
光
と
学
術
（
松
尾

剛
次「
日
本
仏
教
の
特
徴
と
魅
力
」等
）

⑤
５
０
０
円
（
資
料
代
）
⑥
要
問
☎

６
２
８－

４
８
７
１

■
ふ
た
ご
ち
ゃ
ん
あ
つ
ま
れ
！
Ｓ
Ｐ
①

12
月
１
日
㈰
午
前
10
時
～
②
子
育
て
ラ

ン
ド
あ
～
べ
③
多
胎
児
親
子
と
プ
レ
マ

マ
パ
パ
④
講
話
や
相
談
、
お
ゆ
ず
り
会

⑤
無
料
⑥
要
問
子
育
て
ラ
ン
ド
あ
～
べ

（
☎
６
１
５－

１
９
３
０
）

■
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
①
12

月
７
日
㈯
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

②
霞
城
公
民
館
③
10
人
⑤
無
料
⑥
要
問

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
う
さ
ぎ
村
（
☎
６
７
９－

４
０
９
７
）

■
企
画
展
「
文
字
！
も
じ
！
モ
ジ
！
～

文
字
と
は
な
に
も
の
ぞ
～
」
①
12
月
５

日
㈭
ま
で
（
11
月
23
日
臨
時
開
館
）
②

山
形
大
学
付
属
博
物
館
⑤
無
料
⑦
解
説

あ
り
問
山
形
大
学
付
属
博
物

館
（
☎
６
２
８－

４
９
３
０
）

■
Ｓ
マ
ー
ク
登
録
店
は
安
心
・
安
全
・

清
潔
を
約
束
す
る
信
頼
で
き
る
お
店

で
す
④
標
準
営
業
約
款
制
度
は
消
費

者
擁
護
に
資
す
る
た
め
の
制
度
で
す
問

県
生
活
衛
生
営
業
指
導
セ
ン
タ
ー
（
☎

６
２
３－

４
３
２
３
）

■
剣
幸�

歌
と
手
紙
の
朗
読
で
綴つ
づ
る
恋
文
コ

ン
サ
ー
ト
①
12
月
８
日
㈰
午
後
２
時
開
演

②
東
ソ
ー
ア
リ
ー
ナ
④
宝
塚
歌
劇
団
出
身・

俳
優
の
剣
幸
さ
ん
の
コ
ン
サ
ー
ト
⑤
前
売

り
５
千
円
、当
日
５
５
０
０
円
、ペ
ア
券（
前

売
り
の
み
）
９
千
円
⑥
要
問
弦
地
域
文
化

支
援
財
団
（
☎
６
８
９－

１
１
６
６
）

■
福
祉
の
し
ご
と
フ
ェ
ア
①
12
月
10
日

㈫
午
後
１
時
～
４
時
②
山
形
ビ
ッ
グ
ウ

イ
ン
グ
④
介
護
・
福
祉
分
野
就
職
面
談

会
⑤
無
料
⑥
不
要
問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や

ま
が
た
（
☎
６
８
４－

１
５
２
１
）

■
山
形
大
学
主
催
市
民
向
け
講
演
会「
重

粒
子
線
が
ん
治
療
の
実
際
と
今
後
の
可

能
性
」
①
12
月
15
日
㈰
午
後
１
時
30
分

～
４
時
②
山
形
テ
ル
サ
③
一
般
４
０
０

人
④
基
調
講
演
ほ
か
⑤
無
料

⑥
要
問
山
形
大
学
医
学
部

（
☎
６
２
８－

５
５
７
６
）

■
こ
ど
も
芸
術
大
学
認
定
こ
ど
も
園
開

放
①
12
月
20
日
㈮
午
前
９
時
30
分
～
③

０
～
３
歳
の
親
子
⑥
不
要
⑦
詳
し
く
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
問
☎

６
２
７－

２
２
８
０

■
職
業
訓
練
受
講
生
募
集
①
令
和
７
年

１
月
～
６
月
②
漆
山
③
求
職
登
録
者
15

人
④
福
祉
住
環
境
サ
ー
ビ
ス
科
⑤
無
料

（
別
途
教
材
代
）
⑥
12
月
12
日
正
午
ま

で
に
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
問
ポ
リ
テ
ク

セ
ン
タ
ー
山
形
（
☎
６
８
６－

２
０
１
６
）

16
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◎
１
月
15
日
号
の
原
稿
締
め
切
り
は
12
月
13
日
で
す
◎

（注）コミセンは、コミュニティセンターの略称



●
歴
史
講
座
「
霞
城
セ
ン
ト
ラ
ル
・
嶋

タ
ウ
ン
の
下
に
眠
る
遺
跡
再
発
見
」
①

12
月
１
日
㈰
午
前
10
時
30
分
②
遊
学
館

④
講
師
・
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
⑤

５
０
０
円
（
資
料
代
）
問
齋
藤
☎
０
９
０

－

９
６
３
３－

２
８
４
８

●「
お
寺
で
書
道
」
体
験
教
室
①
12
月
４

日
㈬
午
後
３
時
～
②
大
宝
寺
（
七
日
町

５－

10－

49
）
③
小
学
生
以
上
な
ら
ど
な

た
で
も
⑤
無
料
⑥
前
日
ま
で
に
電
話
で

問
渡
邉
☎
０
９
０－

７
３
３
９－

５
５
３
７

●
金
継
ぎ
体
験
会
①
11
月
21
日
㈭
・
24

日
㈰
午
前
10
時
～
、
午
後
２
時
～
②
水

上
漆
芸
教
室
③
各
回
４
人
④
金
粉
ま
き

体
験
お
よ
び
金
継
ぎ
相
談
⑤
無
料
⑥
要

問
水
上
☎
０
８
０－

５
５
５
１－

９
１
８
５

●
障
が
い
の
あ
る
方
と
演
劇
の
時
間
を

過
ご
し
て
み
る
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
①
11
月

23
日
（
土
・
祝
）・
24
日
㈰
②
や
ま
ぎ
ん

県
民
ホ
ー
ル
練
習
室
③
各
日
15
人
⑤
各

日
２
千
円
（
材
料
代
等
）
⑥
要
問
あ
し

場
企
画
☎
０
９
０－
４
２
０
３－

１
６
１
８

●
山
形
大
学
音
楽
研
究
会
第
74
回
定
期

演
奏
会
①
11
月
23
日
（
土
・
祝
）
午
後

２
時
開
演
②
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル
④
学

生
に
よ
る
音
楽
演
奏
会
⑤
５
０
０
円
問

柴
崎
☎
０
８
０－

５
２
２
８－

７
５
９
６

●
錦
心
流
琵
琶
山
形
支
部
演
奏
会
①

11
月
24
日
㈰
午
前
10
時
30
分
開
演
②

出
羽
コ
ミ
セ
ン
④
敦
盛
、
白
虎
隊
、
井

伊
大
老
、
殉
難
二
輪
草
等
の
琵
琶
弾
き

語
り
⑤
無
料
⑥
不
要
問
鎌
倉
☎
６
５
６

－

２
０
６
９

●
南
山
形
短
歌
会
①
11
月
24
日
㈰
午

後
１
時
30
分
～
３
時
30
分
②
南
山
形
コ

ミ
セ
ン
③
10
人
④
短
歌
会
⑤
無
料
⑥
要

問
南
山
形
短
歌
会�

高
橋
☎
０
７
０－

３
３
５
９－

３
８
３
８

●
ギ
タ
ー
ス
ク
エ
ア
２
０
２
４
①
11
月

24
日
㈰
午
後
２
時
～
②
山
形
テ
ル
サ
リ

ハ
ー
サ
ル
室
④
ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
＆
篠し

の

笛
⑤
無
料
問
井
上
☎
０
９
０－

２
９
７
１

－

３
４
７
４

●
新
婦
人
サ
ー
ク
ル
作
品
展
示
・
販
売

会
①
11
月
27
日
㈬
午
前
10
時
30
分
～
午

後
１
時
30
分
②
六
椹
八
幡
宮
社
務
所
④

絵
手
紙
・
習
字
・
紙
バ
ン
ド
手
芸
・
着

物
リ
フ
ォ
ー
ム
⑥
不
要
問
新
婦
人
佐
藤

☎
６
２
３－

９
６
３
２

●
マ
フ
ラ
ー
を
編
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

①
11
月
28
日
㈭
午
前
９
時
30
分
～
正
午

②
や
ま
が
た
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
シ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
Ｑ
１
③
10
人
④
手
編
み
⑤

１
０
０
円
（
資
料
代
）
⑥
要
問
阿
相
☎

０
９
０－

５
２
３
３－

９
１
１
６

●
基
礎
ス
ケ
ー
ト
教
室
（
全
６
回
）
①

12
月
・
令
和
７
年
１
月
の
土
曜
日
午
後

２
時
30
分
～
４
時
②
市
ス
ケ
ー
ト
場
③

小
学
生
の
み
⑤
７
千
円
（
保
険
料
、
靴

代
別
）
⑥
県
ス
ケ
ー
ト
連
盟
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
問
市
ス
ケ
ー
ト
協
会�

石
山
☎

０
９
０－

４
０
４
４－

３
９
７
４

●
第
30
回
観
世
流
山
形
能
楽
の
会
①
12

月
８
日
㈰
午
前
10
時
30
分
～
②
中
央
公

民
館
６
階
ホ
ー
ル
③
ど
な
た
で
も
④
謡

曲
、
仕
舞
等
の
発
表
⑤
無
料
⑥
不
要
問

安
達
☎
６
４
３－

４
４
５
９

●
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
タ
ン
ゴ
体
験
会
①
11

月
29
日
㈮
午
後
７
時
～
９
時
②
西
部
公

民
館
③
初
心
者
歓
迎
⑤
無
料
⑥
不
要
問

知
野
☎
０
９
０－
１
０
６
３－

４
８
５
０

●「
論
語
」
の
素
読
①
11
月
30
日
㈯
午

前
９
時
30
分
～
11
時
②
霞
城
公
民
館
④

孔
子
の
教
え
を
学
ぶ
。
本
会
講
師
⑤

５
０
０
円
（
資
料
代
）
⑥
要
問
山
形
論

語
研
究
会�

木
村
☎
６
４
２－

２
６
４
８

●
プ
リ
ラ
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
ク
ラ
ブ
作
品

展
～
手
か
ら
生
ま
れ
る
そ
れ
ぞ
れ
の

想お
も

い
～
①
11
月
30
日
㈯
、
12
月
１
日

㈰
午
前
10
時
～
午
後
４
時
②
文
翔
館

ギ
ャ
ラ
リ
ー
６
⑤
無
料
問
鏡
☎
０
９
０

－

６
６
２
１－

７
０
５
３

●
ぎ
ん
な
ん
読
書
会
①
11
月
30
日
㈯
午

前
10
時
～
正
午
②
中
央
公
民
館
③
本
が

好
き
な
方
④
町
田
そ
の
こ
著
『
52
ヘ
ル

ツ
の
ク
ジ
ラ
た
ち
』
中
央
公
論
新
社
問

阿
部
☎
０
９
０－

１
３
９
７－

０
１
５
３

●
国
際
日
本
文
化
研
究
会
①
11
月
30
日

㈯
午
後
２
時
～
４
時
②
遊
学
館
④
マ
ニ

ィ
タ
バ
コ
リ
氏
「
信
長
の
家
来�

黒
人

侍
」
⑤
千
円
⑥
不
要
問
飯
島
☎
６
３
２

－

０
３
６
２

●
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
①
12
月
８

日
㈰
午
前
11
時
、
午
後
２
時
②
遊
学
館

③
各
回
３
２
５
人
④
バ
イ
オ
リ
ン
、
マ
リ

ン
バ
、
ピ
ア
ノ
三
重
奏
⑤
５
０
０
円
（
当

日
６
０
０
円
）
⑥
要
問
入
山
☎
０
９
０－

５
５
９
３－

５
９
４
７

●
ホ
ス
ピ
ス
ケ
ア
の
会
①
12
月
１
日
㈰

午
後
１
時
30
分
～
３
時
②
市
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
③
が
ん
患
者
と
そ
の
家
族
な

ど
⑤
無
料
⑥
初
め
て
の
方
は
要
問
吉
田

☎
０
７
０－

５
６
２
４－

６
７
６
５

●
か
た
ば
み
の
会
カ
フ
ェ
で
お
話
し
ま

せ
ん
か
？
①
12
月
７
日
㈯
午
後
１
時
30

分
～
３
時
②
フ
ァ
ー
ラ
③
ひ
き
こ
も
ら

ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
子
を
持
つ
家
族

⑤
２
０
０
円
（
茶
菓
子
代
）
⑥
要
問
田

中
☎
０
８
０－

３
０
０
５－

０
５
３
８

●
男
声
合
唱
団
コ
ー
ル
・
マ
イ
ゼ
ン
演

奏
会
①
12
月
22
日
㈰
午
後
２
時
～
②
市

民
会
館
大
ホ
ー
ル
④
男
声
合
唱
組
曲

「
心
の
四
季
」全
曲
他
⑤
千
円（
資
料
代
）

問
渋
谷
☎
０
９
０－

４
５
５
２－

１
３
３
０

●
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
観
る
会
①
12
月
14
日
㈯
午

後
２
時
～
②
元
羽
前
屋
そ
ば
店
④
『
ジ

ョ
ン
・
ラ
ー
ベ
～
南
京
の
シ
ン
ド
ラ
ー
』

⑤
無
料
問
辻
☎
６
２
２－

５
７
３
３

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
催
し

問
☎
６
４
７－

６
６
４
７

◆
入
会
説
明
会
①
12
月
３
日
㈫
・
12
日
㈭
・
19

日
㈭
午
後
１
時
30
分
～
②
山
形
テ
ル
サ
⑤
年
会
費

２
５
０
０
円
（
入
会
の
場
合
別
途
互
助
会
費
千
円

必
要
）
⑥
不
要
⑦
通
帳
（
山
形
銀
行
、
き
ら
や
か

銀
行
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
の
み
）、
朱
肉
印
持
参

霞
城
セ
ン
ト
ラ
ル
の
催
し

問
☎
６
４
６－

７
２
７
２

◆
カ
ジ
ョ
セ
ン
の
Ｘ
ｍ
ａ
ｓ
イ
ル
ミ
ネ

ー
シ
ョ
ン
点
灯
式
①
11
月
23
日
（
土
・

祝
）
午
後
６
時
～
②
１
階
ア
ト
リ
ウ
ム

④
ダ
ン
ス
シ
ョ
ー
の
後
、
点
灯

◆
第
２
６
６
回
ニ
コ
ニ
コ
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
①
12
月
８
日
㈰
午
前
10
時
30
分

～
午
後
３
時
②
１
階
ア
ト
リ
ウ
ム
⑦
出

店
者
募
集
、
申
し
込
み
方
法
等
詳
し
く

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
漢
劇
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｒ
Ｉ
Ｏ
Ｒ
Ｓ
２
０
２
４
年

公
演
「Again�and�Again�G

enjo

」

①
11
月
23
日
（
土
・
祝
）
午
後
６
時
30

分
～
、
11
月
24
日
㈰
午
後
２
時
～
②
市

民
会
館
大
ホ
ー
ル
問
漢
劇
Ｗ

Ａ
Ｒ
Ｒ
Ｉ
Ｏ
Ｒ
Ｓ
☎
０
９
０－

３
６
４
７－

２
８
０
３

●
手
を
つ
な
ぐ
サ
ロ
ン
①
12
月
11
日
㈬

午
前
10
時
30
分
～
正
午
②
市
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
③
障
が
い
の
あ
る
お
子
さ
ん

や
そ
の
家
族
⑤
無
料
問
伊
豆
田
☎

０
９
０－

３
７
５
０－

３
０
２
５

●
裂き

れ
あ
そ
び
の
仲
間
展
①
12
月
12
日

㈭
午
後
１
時
～
16
日
㈪
正
午
②
ア
ズ
七

日
町
芸
文
美
術
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
３
④
刺

し
子
と
古
布
の
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
問
横
倉

☎
０
９
０－

３
１
２
４－

３
１
５
２

●
藤
沢
・
司
馬
文
学
愛
好
会
①
12
月
８

日
㈰
午
後
１
時
30
分
～
②
元
木
公
民
館

④
演
題
「
武
家
・
町
民
・
農
民
・
藤
沢

周
平
は
ど
う
描
い
た
か
」
講
師�

山
形
大

学
名
誉
教
授
・
山
本
陽
史
氏
⑤
非
会
員

５
０
０
円
問
庄
司
☎
６
２
２－

５
０
４
１

●
ピ
ア
ノ
入
門
講
座
①
11
月
24
日
㈰
午

前
10
時
～
11
時
30
分
②
江
南
公
民
館
２

階
第
２
研
修
室
③
60
歳
以
上
④
ピ
ア
ノ

を
弾
く
た
め
の
基
礎
⑤
５
０
０
円
（
資

料
代
他
）
⑥
不
要
問�

鈴
木
☎
０
９
０－

２
９
８
９－

０
１
３
７
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（注）コミセンは、コミュニティセンターの略称

◎
１
月
15
日
号
の
原
稿
締
め
切
り
は
12
月
13
日
で
す
◎

国・団体等のお知らせ②／タウン情報①とき　②ところ　③対象・定員　④内容　⑤費用
⑥申し込み　⑦その他　問問い合わせ先



育 

児

母子保健課の12月の閉庁日は２日㈪・９日㈪・16日㈪・23日㈪・29日㈰～31日㈫です。
　 　 　 　 保健所（城南町１-１-１ 霞城セントラル３階母子保健課、４階健康増進課）

12月の乳幼児健康診査ママパパ教室
�時　��12月14日（土）午後１時10分～４時30分ごろ
　（午後１時から受け付け）
�所　�霞城セントラル３階視聴覚室等
�内　�助産師・管理栄養士の講話、沐

もく
浴
よく
体験、妊婦ジャケ

ット装着、おむつ交換体験等
�対　��初産で妊娠週数16～33週ごろの方先着16組程度
�持　��母子健康手帳、母子健康手帳副読本
�申　��11月22日から、やまがた出産・子育てアプリで
※�詳しくは、市ホームページへ。
�問　�母子保健課　☎647－2280

子育てはぁと相談
　子育てに関すること一人で悩まずに何でも話してみ
ませんか？公認心理師が相談に応じます。
�時　�12月６日（金）・14日（土）
　��受付時間①午前９時～　②午前９時50分～
　　　　　�③午前10時40分～（各回約40分）
�所　�霞城セントラル４階健康診査室
�対　�就学前までのお子さんを持つ保護者
�申　�電話で母子保健課へ
※�予約状況により、翌月以降の相談日をご案内するこ
とがあります。
�問　�母子保健課　☎647－2280

幼児発達相談
�所　�霞城セントラル４階健康診査室
�内　�公認心理師による相談（月２回程度・予約制）
�対　��言葉が少ない、落ち着きがない、コミュニケーショ
ンがうまく取れないなど、発達に心配のある就学前
までのお子さんとその保護者

�申　�電話で母子保健課へ
�問　�母子保健課　☎647－2280

○�受診方法：希望小児科（委託医療機関。１カ月児は産科
も可）で個別受診。
　受診の際は、医療機関へ予約が必要です。
�持　��母子健康手帳、母子健康手帳別冊（１カ月児は補助券・
健康診査票も）

※�１カ月児を委託医療機関以外で受診した場合、
健診費用の一部を助成します。詳しくは、市
ホームページへ。

１歳６カ月児・３歳児・５歳児
　少人数制で実施するため、対象の方には個別に通知
します。
�対　�１歳６カ月児：令和５年５月生まれ
　　３歳児：令和３年３月生まれ
　　５歳児：�令和元年11月後半・12月前半生まれ
�所　�霞城セントラル４階健康診査室
※�持ち物や注意事項等は、個別に送付する通知文書に
掲載しますので必ずお読みください。
○�次のようなご心配などがありましたら、母子保健課
へご相談ください。
１歳６カ月児…�言葉が出ない、視線が合いにくい、簡

単な言い付けが分からない　など
３歳・５歳児…�集団行動が苦手、落ち着きがない、か

んしゃくやパニックを起こす、強いこ
だわりがある　など

※�母子健康手帳の「保護者の記録」の欄は、お子さん
の成長発達を確認できます。お子さんの年齢に合わ
せてチェックしましょう。
�問　�母子保健課　☎647-2280

１カ月児
令和６年10～12月生まれで、標準的には、生後27日を超
え生後６週になる日の前日までのお子さん（受診可能期間：
満２カ月になる日の前日まで）

４カ月児
令和６年７・８月生まれで、満４カ月になり満５カ月にな
る日の前日までのお子さん

９カ月児
令和６年２・３月生まれで、満９カ月になり満10カ月に
なる日の前日までのお子さん

はじめての離乳食教室
～これから離乳食をはじめる方へ～
�時　��12月６日（金）午後１時30分～２時30分
　��（午後１時15分から受け付け）
�所　�霞城セントラル３階大会議室
�内　�講話「離乳食の進め方」
�対　�４～６カ月児の保護者先着20組程度
�持　�母子健康手帳、バスタオル（おむつ替え用）
�申　�11月20日から、市ホームページで
�問　�健康増進課　☎616－7273

保健所の開庁時間：午前8時30分～午後5時15分

�詳しくは、母子健康手帳別冊または
右の二次元コードでも確認できます

▲
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健 

康

栄養価
（１人分）

…エネルギー185kcal、たんぱく質15.5g、脂質5.3g、
炭水化物25.9g、食塩相当量1.0g

材料（２人分）
生タラ� ２切れ（１枚70ｇ）
塩こしょう� 少々
片栗粉� ９ｇ（大さじ１）
ニンジン� 50ｇ（⅓個）
ジャガイモ�100ｇ（中１個）
ナス� 70ｇ（１本）
パプリカ� 50ｇ（⅓個）

玉ネギ� 100ｇ（½個）
キャベツ� 50ｇ（１～２枚）
まいたけ� 50ｇ
油� ８ｇ（小さじ２）
カレー粉� ２ｇ（小さじ１）
コンソメ� 2.5ｇ（小さじ１）
水� 200ml（カップ１）

作り方
①�タラに塩、こしょうをふり、片栗粉を薄くまぶす。
②�野菜を食べやすい大きさに切り、まいたけは手でほぐす。
③�フライパンを熱して油を引き、①を片面２分ずつ焼き
バットにとる。
④�フライパンを軽く拭き取り、②と水を入れ、野菜が柔
らかくなるまで蒸し煮にする。
⑤�コンソメ、カレー粉を入れ、タラをのせてふたをし、
１分程加熱する。

SUKSK野菜たっぷりレシピ集から、食塩控えめで野菜をしっかり取れる料理を紹介します。

健 

康
健康を守るために知っておきたい
加熱式たばこと受動喫煙
�時　�12月７日（土）午前10時～11時30分
　�（午前９時30分から受け付け）

�所　�霞城セントラル3階視聴覚室
�内　��NPO法人山形県喫煙問題研究会会長�大竹修一
氏による講話

�対　�小学６年生以上の方先着30人
�申　��11月15日～12月６日に、電話または市ホーム
ページで

�問　�健康増進課　☎616-7270

健 

康
健康ポイント事業�S

ス ク ス ク
UKSKポイント

申請のお知らせ
　12月末時点で5,000ポイント以上ためた方を対
象に、抽選を実施します（5,000ポイント／一口）。
ポイント手帳、介護予防手帳をご利用の方は、期
日までにポイントの申請が必要です。
※アプリ参加の方は申請不要です。
�申 �12月11日（必着）までに、手帳の対象ページ
をコピーし、住所、氏名、電話番号を記入の上、
郵送で健康増進課（〒990-8580�城南町１-１
-１霞城セントラル４階）へ

�問 健康増進課　☎616-7271

S
ス ク ス ク
UKSK生活のすすめ
～適塩でいこう！～

�時 �12月18日（水）午前10時～11時
　�（午前９時45分から受け付け）
�所 霞城セントラル３階視聴覚室
�内 �減塩の必要性などについての講話と「ベジメ
ータ®」を使った野菜摂取量のチェック

�対 �先着50人　
�申 11月18日から、電話で健康増進課へ
�問 健康増進課　☎616-7273

健 

診

減塩・野菜たっぷりレシピ
スクスクスクスク

 フライパン１つで手軽に調理！
 季節の魚や野菜でアレンジ自在 

�問　�健康増進課　☎616-7273

タラのカレー野菜蒸し

成
お と な

人の健診
　詳しくは、広報やまがた３月15日号に折り
込みの「山形市健診べんり帳」をご覧いただ
くか、二次元コードを読み込んでください。
　歯周疾患検診は、12月末（医療機関の診療日）
までになります。対象となる方はぜひ受診してくだ
さい。
�問　�健康増進課　☎616－7272

SUKSK野菜たっぷりレシピ集の設置場所等詳しくは、
市ホームページをご覧ください。

19 2024.11.15
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・山形市国民健康保険の状況
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第30回山形市伝統的工芸品まつり
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